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発

刊

の

こ

と

ば

わ
が
国
の
古
代
史
に
対
す
る
関
心
が
最
近
非
常
に
た
か
ま
っ
て
い
て
、
貌
志
倭
人
伝
の
邪
馬
台
国
に
つ
い
て
も
一
般
の
人
び
と
を
対
象
と
し
た
著
述
も
あ
ら
わ

れ
、
次
第
に
身
近
な
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
つ
つ
あ
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。

文
献
が
少
な
か
っ
た
わ
が
国
の
古
代
史
を
究
明
す
る
上
か
ら
古
墳
の
調
査
結
果
が
非
常
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
古
墳
は
わ
が
国
の
古
代
史

の
上
か
ら
の
み
で
な
く
、

そ
の
地
方
の
古
代
に
お
け
る
政
治
・
社
会
・
文
化
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
上
か
ら
も
欠
く
こ
と
の
で
、
矛
な
い
重
要
性
を
有
し
て
い
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
県
内
の
古
墳
は
、

国
土
開
発
事
業
の
著
る
し
い
進
展
に
よ
っ
て
、
破
壊
さ
れ
る
数
も
年
々
増
加
し
て
い
る
と
い
う
憂
慮
す
べ
き
現
状
に
あ
る
と
ぎ
、

有
明
町
教
育
委
員
会
が
県
教
育
委
員
会
の
協
力
を
え
て
、
有
明
町
の
古
代
史
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
龍
王
崎
古
墳
群
の
発
掘
調
査
を
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
、

時
宜
を
え
た
も
の
と
お
も
い
悦
び
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
古
墳
群
は
、

そ
の
出
土
遺
物
な
ど
に
木
県
の
古
墳
文
化
を
究
明
す
る
上
か
ら
も
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
り
、

ζ

の
発
掘
調
査
の
結
果
を
佐
賀
県
文
化
財
調

査
報
告
書
と
し
て
発
刊
す
る
運
び
に
な
っ
た
こ
と
は
、
本
県
の
古
墳
文
化
の
研
究
上
ま
こ
と
に
意
義
あ
る
こ
と
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
発
刊
に
当
っ
て
調
査
を

担
当
さ
れ
た
方
々
の
ご
労
苦
に
対
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
木
県
の
古
墳
文
化
研
究
に
十
分
ご
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
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一、
龍
王
崎
古
墳
群
発
掘
調
査
の
概
要

最
近
に
お
け
る
開
発
事
業
は
、
非
常
に
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、

こ
の
開
発
事
業
に
よ
っ
て
遺
跡
の
破
壊
さ
れ
る
数
も
年
々
増
加
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
る
こ
と
は
、
実
に
な
げ
か
わ
し
い
こ
と
の
一
つ
で
あ
る
。
有
明
町
教
育
委
員
会
で
は
、

化
財
の
保
存
と
活
用
に
力
を
そ
そ
ぎ
、

管
内
の
遺
跡
の
分
布
調
査
も
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

有
明
町
に
は
、

有
明
町
文
化
財
保
護
条
例
を
制
定
し
て
、
文

が
、
調
査
が
実
施
さ
れ
な
い
ま
ま
に
す
で
に
そ
の
大
部
分
は
破
壊
さ
れ
て
い
る
現
状
で
あ
っ
て
、

相
当
数
の
古
墳
が
分
布
し
て
い
る

緊
急
に
発
掘
調
査
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
を
痛
感
し
、
こ
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
有
明
町
の
古
墳
時
代
の
文
化
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
古
墳
の
保
護
に
つ
い
て
の
関
心
を
た
か
め
よ

う
と
し
て
、

有
明
町
大
字
深
浦
に
分
布
す
る
龍
王
崎
古
墳
群
の
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

発
掘
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
古
墳

県
教
育
委
員
会
に

は
、
龍
王
崎
古
墳
群
の
中
、
海
童
神
社
近
く
に
築
成
さ
れ
て
い
る
数
基
の
も
の
で
あ
っ
て
、
発
掘
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

全
面
的
な
協
力
が
求
め
ら
れ
た
。
発
掘
調
査
団
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

総

括

責

任

者

有
明
町
教
育
委
員
会
教
育
長

諸

庶
務
会
計
主
任

有
明
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
主
事

淵

発

掘

調

査

員

県
社
会
教
育
課
文
化
財
係
長
(
調
査
主
任
)
木

県
社
会
教
育
課
文
化
財
係

安

同

牟

有
明
町
公
民
舘
主
事

中

有
明
町
文
化
財
専
門
委
員

光

同

陣

岡上下本

田

野武内

孝茂之雪
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同

本

県
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学
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中
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佐
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高
等
学
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学
考
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会
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同

正

木

勝

利

福
岡
大
学

香

月

義

隆

予

備

校

片

淵

清

京己

四
月
一
目
、

海
童
神
社
拝
殿
に
有
明
町
の
木
下
町
長
・
岩
永
助
役
・
岩
永
議
長
・
木
下
教
育
委
員
長
・
諸
岡
教
育
長
・
丸
田
公
民
舘
長
・
管
内

各
学
校
長
を
は
じ
め
地
元
関
係
者
お
よ
び
発
掘
調
査
員
が
参
集
し
て
、

地
鎮
祭
と
鍬
入
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
こ
の
日
の
午
後
一
時
か
ら
発
掘
調
査

に
着
手
し
、

四
月
七
日
に
発
掘
を
終
了
し
、

八
日
に
は
公
民
舘
で
出
土
品
の
展
示
会
と
発
掘
調
査
報
告
会
を
開
催
し
た
。
こ
の
会
に
は
町
長
・
助

役
・
収
入
役
・
教
育
長
・
公
民
舘
長
・
議
会
議
員
・
教
育
委
員
・
学
校
長
を
は
じ
め
地
元
関
係
者
や
発
掘
調
査
員
の
他
県
社
会
教
育
課
の
白
浜
課

長
も
出
席
し
、

引
さ
つ
づ
き
発
掘
調
査
反
省
会
を
行
な
い
午
後
八
時
に
散
会
し
た
。

四
月
十
一
日
か
ら
十
五
日
ま
で
石
室
の
実
測
や
遺
物
の
整
理
を
行
な
い
、

さ
ら
に
六
月
七
日
か
ら
十
日
ま
で
遺
物
の
整
理
と
実
測
、

記
録
の
整

理
な
ど
を
実
施
し
て
、
龍
王
崎
古
墳
群
の
発
掘
調
査
を
一
応
終
了
し
た
。

調
査
期
間
中
、
有
明
町
公
民
舘
を
調
査
団
本
部
と
し
て
、
調
査
員
は
こ
こ
に
宿
泊
し
、

炊
事
は
公
民
舘
書
記
の
田
島
千
代
乃
・
教
育
委
員
会
栄

養
士
の
片
淵
亮
子
・
公
民
舘
勤
務
の
東
山
ハ
ル
の
コ
一
氏
が
担
当
し
た
。

ま
た
、

地
元
を
は
じ
め
多
く
の
方
の
慰
問
と
激
励
を
調
査
員
は
受
け
た

が
、
と
く
に
木
下
町
長
・
岩
永
議
会
議
長
・
校
長
会
・
医
師
会
・
婦
人
会
・
県
立
図
書
舘
の
古
賀
舘
長
や
藤
井
係
長
な
ど
か
ら
多
大
の
慰
問
の
品

を
い
た
だ
き
、
県
社
会
教
育
課
光
武
主
事
や
有
明
中
学
校
片
淵
校
長
を
は
じ
め
地
元
の
人
の
温
か
い
ご
厚
意
に
あ
づ
か
っ
た
。

調
査
は
海
童
神
社
の
裏
側
の
小
松
林
の
中
に
あ
っ
て
、

封
土
も
比
較
的
に
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
第
一
号
・
第
二
号
・
第
三
号
の
三
基
の
古
墳

の
発
掘
か
ら
開
始
し
、
神
社
境
内
に
残
っ
て
い
る
第
四
号
・
第
五
号
の
二
基
の
破
壊
古
墳
と
、

近
く
の
密
柑
園
に
あ
る
第
六
号
の
破
壊
古
墳
の
六

基
を
調
査
し
た
。
調
査
員
は
、
午
前
六
時
起
床
・
六
時
四

O
分
食
事
・
七
時
半
出
発
・
午
後
六
時
作
業
終
了
・
十
時
就
寝
と
い
う
日
課
で
、

夕
食

後
は
全
員
遺
物
の
整
理
に
当
っ
た
。

し
か
し
、
調
査
期
聞
が
短
か
か
っ
た
上
に
天
侯
に
も
恵
ま
れ
ず
調
査
は
思
う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
。
調
査



四

員
が
不
足
し
た
た
め
、
有
明
中
学
校
の
生
徒
や
有
明
町
青
年
団
の
協
力
を
得
、

ま
た
雨
の
日
も
発
掘
作
業
を
継
続
し
、

懐
中
電
灯
の
光
り
を
頼
り

に
午
後
八
時
ま
で
作
業
を
続
け
る
と
い
う
日
も
あ
っ
て
、
相
当
に
無
理
を
し
た
が
、

一
応
予
定
の
調
査
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

古
墳
の
封
土
の
実
測
は
、

江
頭
平
八
・
広
政
直
彦
・
堀
田
一
男
・
清
水
兵
佑
、
石
室
の
実
測
は
、
木
下
之
治
・
安
本
雪
男
・
江
頭
平
八
・
平
増

道
博
・
宝
蔵
寺
博
・
井
上
真
一
郎
が
行
な
い
、
写
真
は
安
本
雪
男
・
中
野
悦
郎
が
主
と
し
て
撮
影
し
た
。

遺
物
の
整
理
や
復
原
に
は
諸
岡
教
育
長

を
は
じ
め
調
査
員
の
全
員
が
こ
れ
に
当
り
、
遺
物
の
実
測
は
主
と
し
て
木
下
之
治
・
安
本
雪
男
・
淵
上
茂
生
・
江
頭
平
八
が
行
な
い
、

こ
の
報
告

書
は
調
査
主
任
で
あ
る
木
下
之
治
が
執
筆
し
た
。



一
一、

龍
王
崎
古
墳
群
発
掘
調
査
報
告

(ー〉

遣

跡

の

環

境

佐
賀
県
の
西
南
部
に
位
置
し
、
白
石
平
野
の
西
端
に
、

西
北
か
ら
東
南
の
方
向
に
約
一

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
に
横
た
わ
っ
て
い
る
独
立
丘

陵
が
杵
島
山
で
あ
っ
て
、
標
高
は
最
高
部
で
三
四

O
J
l
ト
ル
余
り
で
あ
る
。
東
方
は
、
平
坦
な
沖
積
層
の
白
石
平
野
が
展
開
し
て
い
て
、

長
崎

本
線
と
国
道
と
が
平
行
し
て
ほ
ぼ
南
北
に
近
い
方
向
に
通
じ
て
お
り
、
平
野
の
東
南
部
は
有
明
海
へ
と
続
い
て
い
る
。

北
方
は
鬼
ノ
鼻
山
の
連
山

と
の
聞
に
、
六
角
川
が
蛇
行
し
て
東
流
し
、

そ
の
沿
岸
に
形
成
さ
れ
た
帯
状
の
平
地
に
佐
世
保
線
と
国
道
三
十
四
号
線
が
東
西
の
方
向
に
通
っ
て

い
る
。

西
方
は
虚
空
蔵
山
と
の
聞
に
狭
い
平
地
が
開
け
、
武
雄
・
鹿
島
閣
の
県
道
が
南
北
に
通
じ
て
お
り
、
南
方
に
は
鹿
島
平
野
が
展
開
し
、
山

麓
を
塩
田
川
が
東
流
し
て
有
明
海
に
注
い
で
い
る
。
こ
の
杵
島
山
は
、
杵
島
郡
有
明
町
・
白
石
町
・
北
方
町
、

武
雄
市
お
よ
び
藤
津
郡
塩
田
町
の

一
市
四
町
に
現
在
所
属
し
て
い
る
。

杵
島
山
は
、

肥
前
風
土
記
逸
文
に
、

ー寸

杵

出島

山

る
は杵
比ひ嶋
売め郡
神の
と県
い南
い二
、里

ひ

こ

か

み

一
孤
山
あ
り
。
坤
よ
り
艮
を
指
し
三
峰
相
連
な
る
。
是
を
名
づ
け
て
杵
嶋
と
い
う
。
坤
な
る
は
比
古
神
と
い
い
、
中
な

み

こ

良
な
る
は
御
子
神
と
い
う
(
一
名
軍
神
。
動
け
ば
則
ち
兵
興
る
)
。
郷
閣
の
士
女
、
酒
を
提
げ
琴
を
抱
い
て
毎
歳
の
春
秋

手
を
携
え
登
望
し
、
楽
飲
歌
舞
し
曲
を
尽
し
て
帰
る
。
歌
詞
に
日
く
、

ア
ラ
レ
フ
ル
、

キ

ν
マ
ガ
タ
ケ
ヲ
、

サ
ガ

ν
ミ
ト
、

ク
サ
ト
リ
カ
ネ
テ
、

イ
モ
ガ
テ
ヲ
ト
ル

(
こ
れ
杵
嶋
由
)
。
」

(
原
漢
文
)

ム
」
辛
の
わ
ノ
、

日

本

書

紀

の

景

行

天

皇

記

に

、

「

こ

こ

に

天

皇

問

う

て

い

わ

く

、

一

老

夫

有

り

て

日

く

、

に

お

れ

ひ

か

り

か
っ
て
い
ま
だ
橿
ざ
る
先
に
、
朝
日
の
臨
に
当
て
は
則
ち
杵
嶋
山
を
隠
き
し
、
夕
日
の
障
に
当
て
は
ま
た
阿
蘇
山
を
覆
し
き
と
。
」

ま
た
、

こ
れ
何
の
樹
ぞ
と
。

こ
の
樹
は

く
す
の
ま

歴
木
な
り
、

五
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(
原
漢
文
)

と
あ
っ
て
、
古
く
か
ら
聖
山
と
し
て
崇
め
ら
れ
、
ま
た
、
歌
垣
山
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
名
山
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

杵
島
曲
は
、
万
葉
集
巻
三
の
雑
歌
に
も
、

「
あ
ら
れ
ふ
り
、
き
し
み
が
た
け
を
、
さ
が
し
み
と
、
く
さ
と
り
か
な
わ
、
い
も
が
て
を
と
る
」
と

ひ

た

ち

に

け

か

し

ま

の

み

こ

と

き

し
ま
よ
り

あ
っ
て
、
杵
島
山
の
一
角
に
こ
の
歌
を
刻
ん
だ
万
葉
歌
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
常
陸
風
土
記
に
も
、
崇
神
朝
に
建
借
間
命
が
、
こ
の
杵
島
曲
を

①
 

こ
の
歌
は
古
く
か
ら
広
く
知
ら
れ
て
い
た
歌
舞
の
曲
で
あ
ろ
う
と
思
わ

七
月
七
夜
遊
楽
歌
舞
し
た
と
見
え
て

い
る
と
こ
ろ
な
ど
か
ら
考
え
て
、

れ
る
。こ

の
杵
島
山
の
歴
史
の
古
さ
を
物
語
る
よ
う
に
、

こ
の
山
に
は
、
平
安
時
代
の
貞
観
三
年
(
八
六
一
)

に
従
五
位
下
を
授
け
ら
れ
た
稲
佐
神
を

奉
伺
す
る
稲
佐
神
社
を
は
じ
め
、
妻
山
神
社
や
杵
島
神
社
な
ど
の
古
社
が
鎮
座
し
、

ま
た
、

歓
喜
寺
・
安
福
寺
・
勇
猛
寺

・
福
泉
寺
・
稲
佐
山
太

平
寺
な
ど
の
古
寺
が
点
在
し
て
い
る
。

こ
の
杵
島
山
の
遺
跡
の
分
布
に
つ
い
て
は
、
調
査
が
ま
だ
十
分
に
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
に
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
点
が
多
い
が
、

縄
文
時
代

そ
の
遺
跡
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
あ
る
。

の
遺
跡
と
し
て
は
、
白
石
町
馬
洗
の
上
黒
木
や
武
雄
市
橘
町
小
野
原
の
お
っ
ぼ
山
の
山
麓
に
聾
棺
遺
跡
が
あ
り
、

の
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
石
器
類
が
若
干
発
見
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、

調
生
時
代

有
明
町
深
浦
に
石
斧
な
ど
を
出

土
し
た
笹
山
西
分
遺
跡
が
あ
る
が
、
そ
の
遺
跡
の
分
布
は
非
常
に
少
な
く
、
杵
島
山
の
北
端
至
近
に
位
置
す
る
独
立
小
丘
で
あ
る
椛
島
山

ほ
う
〈
き
く
し
ん
じ
ゅ
う
き
ょ
弓

な
い
こ

2L
az
-
-3

そ

か

ん

と

う

と

う

す

②

の
方
格
規
矩
神
獣
鏡

・
内
行
花
文
鏡

・
素
環
頭
万
子
・
勾
玉
や
管
玉
な
ど
を
出
土
し
て
い
る
椛
島
山
石
棺
遺
跡
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
。

た
だ
、

古
墳
時
代
に
入
る
と
そ
の
遺
跡
の
分
布
は
非
常
に
濃
密
と
な
り
、
北
部
に
鳴
瀬
古
墳
群
・
勇
猛
山
古
墳
群
が
あ
り
、

③
 

古
墳
群
・
鳥
の
巣
古
墳
群
・
妻
山
古
墳
群
・
妻
山
石
陪
群
・
か
ぶ
と
塚
周
辺
古
墳
群
・
稲
佐
古
墳
群
群
・
坂
田
古
墳
群
と
南
へ
続
い
て
い
る
。

④
 

部
に
は
片
白
石
製
模
造
鏡
出
土
地
・
お
っ
ぼ
山
神
寵
石
お
よ
び
お
っ
ぼ
山
石
棺
群
・
楢
崎
古
墳

・
南
楢
崎
石
棺
遺
跡
と
南
へ
続
き
、

東
部
に
は
北
か
ら
喜
佐
木西

南
部
に
は
有

明
町
に
属
す
る
西
分
古
墳
群
・
南
小
学
校
付
近
古
墳
群
と
龍
王
崎
古
墳
群
が
分
布
し
て
い
る
。





八

こ
の
杵
島
山
の
古
墳
時
代
の
遺
跡
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、

武
雄
市
橘
町
小
野
原
に
築
成
さ
れ
て
い
る
お
っ
ぼ
山
神
寵
石
で
あ
り
、

ま
た
、

相
当
数
の
古
墳
時
代
の
箱
式
石
棺
墓
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
も
一
つ
の
特
色
で
あ
ろ
う
。
こ
の
杵
島
山
に
は
、

さ
れ
て
お
ら
ず
、
埴
輪
を
埋
置
し
て
い
る
古
墳
と
し
て
は
、
白
石
町
堤
の
か
ぶ
と
塚
一
基
が
知
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

前
方
後
円
墳
の
存
在
は
ま
だ
確
認

龍
王
崎
古
墳
群
は
、
杵
島
郡
有
明
町
大
字
深
浦
に
あ
っ
て
、
杵
島
山
の
東
南
端
の
尾
根
が
東
へ
細
長
く
の
び
て
低
丘
陵
を
形
成
し
て
い
る
そ
の

丘
陵
の
突
端
に
築
成
さ
れ
て
い
る
古
墳
群
で
あ
っ
て
、

こ
こ
に
海
童
神
社
が
古
く
か
ら
鎮
座
し
て
い
る
。

こ
の
古
墳
群
の
所
在
す
る
低
丘
陵
の
北

東
・
南
の
三
方
に
は
、
低
平
な
白
石
平
野
が
展
開
し
て
お
り
、

こ
の
古
墳
群
の
東
南
方
は
、

一
、
五

O
O
メ
ト

l
ル
余
り
で
有
明
海
に
接
し
て

い
る
。
丘
陵
端
至
近
の
と
こ
ろ
を
東
か
ら
南
へ
長
崎
本
線
と
国
道
と
が
こ
の
丘
陵
を
囲
む
よ
う
に
通
じ
て
お
り
、

や
や
離
れ
て
東
に
廻
里
江
川
、

南
に
塩
田
川
が
流
れ
て
、
有
明
海
で
合
流
し
て
い
る
。
こ
の
古
墳
群
の
西
に
は
、

尾
根
伝
い
に
南
小
学
校
付
近
古
墳
群
・
西
分
古
墳
群
が
続
い
て

い
て
、
杵
島
山
東
南
端
の
古
墳
の
分
布
は
、

比
較
的
に
濃
密
で
あ
る
。

(ニ)

古

境

の

概

要

龍
王
崎
古
墳
群
は
、
海
童
神
社
の
社
殿
の
背
後
に
連
な
る
標
高
三

0
メ
ー
ト
ル
余
り
の
最
東
端
に
位
置
す
る
小
丘
陵
上
を
中
心
に
築
成
さ
れ
て

い
る
古
墳
群
で
あ
っ
て
、
小
さ
な
谷
あ
い
を
隔
て
た
西
南
方
の
正
陵
斜
面
に
も
数
基
の
古
墳
が
分
布
し
て
い
る
。
破
壊
古
墳
を
含
め
て
現
在
確
認

で
き
る
古
墳
数
は
一

O
基
で
あ
っ
て
、
破
壊
浬
滅
し
た
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
が
七
基
あ
る
の
で
、

一
七
基
余
り
か
ら
な
る
古
墳
群
で
あ
っ
た
と

推
定
さ
れ
る
。

こ
の
古
墳
群
の
中
に
は
、
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
古
墳
の
中
に
二
基
、
未
調
査
の
古
墳
の
中
に
三
基
、

合
せ
て
五
基
の
未
盗
掘
墳
が
あ
る
と
推

定
さ
れ
る
の
で
、

盗
掘
さ
れ
て
閉
口
し
破
壊
さ
れ
て
い
る
古
墳
が
大
部
分
を
し
め
て
い
る
杵
島
山
の
古
墳
の
現
状
か
ら
み
る
と
き
、

こ
の
古
墳
群

は
学
術
的
に
見
て
最
も
価
値
の
高
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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第
六
号
芳
、

ゑザ一一
一

茅多
きす
境境

第
ム
ヲ
坊
ー

第
四
ロ
古
墳
、

O 

発
掘
調
査
を
実
施
し
た
古
墳
は
、
海
童
神
社
の
社
殿
背
後
の
小
松

林
の
中
に
あ
る
三
基
と
、
海
童
神
社
境
内
に
あ
る
二
基
、

民
有
地
の

密
柑
圏
内
に
あ
る
一
基
の
合
せ
て
六
基
で
あ
る
。

小
松
林
中
に
あ
る

ニ
基
は
丘
陵
の
尾
根
上
に
位
置
す
る
第
二
号
墳
を
中
心
に
尾
根
近
く

(東方より)

に
近
距
離
を
も
っ
て
築
成
さ
れ
て
い
て
、

石
室
の
露
出
は
み
ら
れ
ず

封
土
も
原
形
を
よ
く
保
っ
て
い
る
よ
う
で
は
あ
っ
た
が
、

五
O
年
余

り
以
前
に
一
度
開
墾
さ
れ
て
古
墳
の
封
土
上
も
畑
と
な
っ
て
い
た
と

龍王崎古墳群遠望

い
わ
れ
る
。

そ
の
た
め
、

封
土
は
相
当
に
変
貌
し
て
い
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
、

一
基
と
も
天
井
石
や
側
壁
の
一
部
は
石
室
内
に
落
ち
こ

み
、
石
室
内
に
は
土
砂
が
充
満
し
て
い
た
。
第
一
号
墳
と
第
三
号
墳

の
二
基
は
、
未
盗
掘
墳
で
あ
っ
た
が
、

丘
陵
の
尾
根
上
に
あ
っ
て
、

中
心
的
な
位
置
を
し
め
て
い
る
第
二
号
墳
は
、

発
掘
の
結
果
す
で
に

盗
掘
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

第 3図

海
童
神
社
境
内
の
二
基
は
、
石
室
の
一
部
が
残
存
し
て
い
る
の
み

で
、
封
土
も
明
ら
か
で
な
い
ほ
ど
に
破
壊
さ
れ
て
い
た
。
密
柑
圏
内

の
一
基
は
、
石
室
が
開
口
し
、
天
井
石
の
一
部
は
落
下
し
て
石
室
内

に
は
土
砂
が
充
満
し
て
い
て
、

羨
道
の
一
部
が
破
壊
さ
れ
て
い
た
。

発
掘
調
査
を
実
施
し
た
六
基
の
古
墳
は
、

横
穴
式
石
室
を
内
部
主



体
と
し
た
円
墳
の
み
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
破
壊
煙
滅
し
て
い
る
古
墳
も
土
地
の
人
の
話
し
に
よ
る
と
、
現
存
し
て
い
る
古
墳
と
相
似
た
構
造
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
未
調
査
の
古
墳
も
す
べ
て
円
墳
で
あ
る
と
こ
ろ

第受
写体規

か
ら
み
て
、

こ
の
古
墳
群
は
横
穴
式
石
室
を
有
す
る
円
墳
か
ら
な
っ
て
い
る
こ

と
が
推
定
さ
れ
る
。

龍王崎古墳群遠望〈西方より〉

古
墳
は
標
高
三

0
メ
ー
ト
ル
余
り
の
丘
陵
の
尾
根
上
か
ら
標
高
一

O
メ
l
ト

ル
余
り
の
丘
陵
端
ま
で
築
成
さ
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て
の
古
墳
が
尾
根
上
か
ら

日
陵
の
西
南
斜
面
に
か
け
、
小
さ
な
谷
あ
い
に
面
し
て
分
布
し
て
い
る
。

ま
た
、
谷
あ
い
を
距
て
て
西
南
方
の
圧
陵
斜
面
に
分
布
し
て
い
る
古
墳
は
、

E 

陵
の
東
北
斜
面
に
谷
あ
い
に
、
面
し
て
位
置
し
て
い
る
の
で
、

こ
の
古
墳
群
は

こ
の
小
さ
な
谷
あ
い
に
相
面
し
、

こ
の
谷
あ
い
を
中
心
に
築
成
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

密
柑
園
を
造
成
す
る
と
き
、

第
六
号
墳
の
近
く
に
あ
っ
た
五
基
の
古
墳
が
破

壊
さ
れ
た
が
、

こ
れ
は
す
べ
て
規
模
が
小
さ
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

第 4図

ま
た
、
谷
あ
い
を
距
て
た
西
南
斜
面
の
破
壊
さ
れ
た
二
基
の
古
墳
も
非
常
に
規

模
の
小
さ
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
規
模
の
小
さ
い

浬
滅
古
墳
は
す
べ
て
丘
陵
端
の
標
高
の
低
い
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。
現
存
し
て
い
る
古
墳
の
中
で
は
、

海
童
神
社
境
内
に
あ
る
第
四

号
墳
の
規
模
が
最
も
小
さ
い
。

こ
の
第
四
号
墳
は
、

谷
あ
い
と
の
接
点
で
あ
る
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正
陵
末
端
に
位
置
し
て
い
て
、
標
高
僅
か
一

O
米
余
り
の
こ
の
古
墳
群

中
で
最
も
低
い
地
点
に
築
か
れ
て
い
る
。

こ
の
古
墳
群
で
は
、

丘
陵
の

尾
根
に
近
い
高
い
場
所
に
規
模
の
大
き
い
古
墳
が
築
成
さ
れ
、

丘
陵
端

の
低
い
地
点
に
規
模
の
小
さ
い
古
墳
が
分
布
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。

(三〉

の

封

土

古

墳

こ
の
古
墳
群
に
属
す
る
古
墳
は
、
す
べ
て
円
墳
で
あ
る
と
推
定
さ
れ

る
が
、
破
壊
の
度
が
ひ
ど
く
封
土
が
明
ら
か
で
な
い
も
の
も
あ
る
。
封

土
が
残
っ
て
い
る
第
一
号
・
第
二
号
・
第
三
号
の
三
基
の
古
墳
の
封
土

上
は
、

か
つ
て
畑
と
な
っ
て
耕
作
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
、
第
六
号
墳

は
周
囲
が
密
柑
園
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、

こ
の
古
墳
群
の

封
土
は
す
べ
て
相
当
に
変
貌
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

古

墳

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
丘
陵
斜
面
に
築
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
封
土
の

高
さ
は
斜
面
の
上
方
か
ら
の
比
高
は
小
さ
く
、

下
方
か
ら
計
っ
た
場
合

が
相
当
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
各
古
墳
の
封
土
の
大
き
さ
は
次
の
表
の

と
お
り
で
あ
る
。



号墳

第第第第第第|古

六五四三二一 墳

号号号号号号
名

封
直

一 一一一
七不不六六四 土

米
O 明明 000 f圭 のO 000  

下 大
方

二不不二二二 カミ
き

米 ら
五明明五五五 の
O 000  局 さ

さ

封
土
の

直

一一 f圭
不不不不

、 、 と
---L.・ 石
/¥ 一一 室
七六 の

明明明明
長
さ

一一 の

比

2 発掘前の第

第
三
号
墳
は
、
羨
門
付
近
の
発
掘
が
不
可
能
な
状
態
に
あ
り
、
第
六
号
墳
は
奥
室
の

第 6図

発
掘
が
巨
大
な
天
井
石
の
落
下
の
た
め
実
施
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

こ
の
二
基
の
古
墳

の
封
土
と
石
室
の
対
比
が
で
き
な
い
が
、

一
般
に
こ
の
古
墳
群
の
封
土
は
石
室
に
比
べ

て
大
き
く
、

ま
た
、
後
期
の
群
集
墳
と
し
て
は
封
土
の
規
模
が
比
較
的
に
大
き
い
こ
と

も
こ
の
古
墳
群
の
注
目
す
べ
き
点
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

第

一
号
墳
と
第
二
号
墳
の
二
基
は
、

ほ
ぼ
封
土
の
中
心
線
上
に
石
室
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
玄
室
の
奥
壁
が
封
土
の
最
高
部
の
中
央
に
位
置
す
る
よ
う
に
築
か
れ
て
い
て
、

県
内
に
お
け
る
後
期
古
墳
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。

し

置
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。

か
し
、
第
三
号
墳
の
み
は
、
石
室
の
位
置
が
封
土
の
中
心
線
上
か
ら
相
当
に
ず
れ
て
い
て
、

や
は
り
築
成
当
初
の
状
態
を
大
体
に
お
い
て
残
し
て
い
る
の
で

玄
室
の
奥
壁
も
封
土
の
最
高
部
よ
り
低
く
な
っ
た
位

こ
れ
は
封
土
の
変
貌
に
よ
る
結
果
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
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は
な
い
か
と
思
わ
れ
、

こ
の
よ
う
な
封
土
と
石
室
の
関
係
に
あ
っ

た
た
め
第
三
号
墳
は
石
室
の
発
見
に
相
当
な
時
聞
を
費
し
て
し
ま

っ
た
。封

土
上
に
葺
石
が
設
け
ら
れ
た
り
、

埴;f
輪ゎ
カミ

埋
置
さ
れ
て
い
る

古
墳
が
こ
の
古
墳
群
に
な
い
こ
と
は
、

県
内
の
後
期
群
集
墳
と
相

通
じ
て
い
る
点
で
あ
り
、
ま
た
、

こ
の
古
墳
群
に
は
外
護
列
石
の

設
け
ら
れ
て
い
る
古
墳
も
存
在
し
て
い
な
い
。

第
六
号
墳
の
み

は
、
封
土
の
最
高
部
に
石
桐
が
奉
斉
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
古
墳

が
民
家
に
相
接
し
て
い
る
関
係
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

Q 
0 
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一・六

(四〉

古

墳

石

の

室

発
掘
調
査
を
実
施
し
た
六
基
の
古
墳
は
、
す
べ
て
横
穴
式
石
室
で
あ
り
、

破
壊
浬
滅

し
た
古
墳
も
構
造
は
似
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
で
、

こ
の
古
墳
群
の
内
部
構
造

は
す
べ
て
横
穴
式
石
室
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
石
室
の
方
向
は
、
次
の
表
の
と
お

号 墳 の封土

り
で

一
定
し
て
い
な
い
が
、

第
四
号
墳
を
除
き
他
は
す
べ
て
西
南
方
の
谷
あ
い
に
向
か

っ
て
閉
口
し
て
お
り
、

丘
陵
端
の
谷
あ
い
に
築
か
れ
て
い
る
第
四
号
墳
の
み
は
、

谷
の

方
向
と
ほ
ぼ
同
じ
方
向
に
石
室
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、
谷
の
上
方
へ
向
か
っ
て
開
口
し

て
い
る
。

6 第

第第第第第第 l古
六 五 四 三 二 一 墳

号号号号号号 名
古

北東東東東北 石 墳
北南 東

室 の

I I の
西西 石

南南北西西 南
方

西西 西 向 室

の

南西西西西南 開
方

南北
向

西西 西 口

同同同同同西 斜
::ft 
面

西
の

東
方

南
東

第10図

石
室
の
主
軸
の
線
は
ほ
ぼ
丘
陵
の
傾
斜
面
と
直
交

す
る
よ
う
に
築
か
れ
て
い
る
。

石
室
は
、
第
四
号
墳
を
除
い
て
、
他
は
西
南
方
の
谷
あ
い
を
向
い
て
閉
口
し
て
い
る
た
め
、

せ，へ
ど
う

ぶ

げ
ん
し
つ

そ
の
た
め
、
羨
道
部
は
玄
室
よ
り
ず
っ
と
斜
面
の
低
い
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
。

一
般
に
こ
の
よ
う
な
石
室
の



の
比
高
が
相
当
に
低
く
な
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

築
成
の
場
合
は
、
斜
面
の
切
落
し
の
労
を
少
な
く
す
る
た
め
、
羨
道
部
は
斜
面
の
傾
斜
に
そ
う
て
次
第
に
低
く
な
り
、

こ
の
古
墳
群
の
石
室
は
、
玄
室
と
羨
道
と
の
聞
に
ほ
と
ん
ど
比
高
の
差
が
み
ら
れ

羨
門
付
近
は
玄
室
よ
り
そ

し
か
る
に
、

な
い
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
り
、
第
二
号
墳
や
第
三
号
墳
に
特
に
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
玄
室
は
封
土
上
か
ら
相
当
に
深
い
地
点
に
設
け

ら
れ
て
い
て
、
石
室
築
成
に
さ
い
し
て
は
、

深
く
斜
面
が
切
落
さ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
、
そ
れ
に
は
相
当
の
労
力
が
つ
い
や
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
古
墳
群
の
石
室
の
側
壁
は
、

一
般
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
基
礎
に
比
較
的
大
き
な

側壁

石
を
す
え
、

そ
の
上
に
比
較
的
小
さ
な
石
を
積
み
積
ね
、

あ
る
い
は
板
状
の
一屑
平
石
を

号墳の屍床と

小
口
積
み
に
し
、
次
第
に
内
側
へ
ゆ
る
や
か
に
持
送
っ
て
い
る
。

後
期
の
群

し
か
し
、

集
墳
の
石
室
構
造
が
一
般
に
画
一
的
で
あ
る
の
と
異
な
り
、

こ
の
古
墳
群
の
石
室
構
造

に
は
各
古
墳
聞
に
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
違
い
の
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
、

大
体
次
の
三
形
式

に
分
類
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

一
、
玄
室
は
板
状
の
一崩
平
石
を
小
口
積
み
に
し
、
羨
道
に
は
小
塊
石
を
用
い
た
た
も

2 第

の
。
第
二
号
墳
・
第
三
号
墳
。

第11図

二
、
玄
室
・
羨
道
と
も
に
自
然
の
塊
石
を
用
い
た
も
の
。
第
一
号
墳
。

三
、
大
石
を
用
い
た
巨
石
墳
。
第
六
号
墳
。

な
お
、
第
四
号
墳
と
第
五
号
墳
の
石
室
構
造
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

と
も
に
羨
道
部

の
構
造
は
第
二
・
第
三
号
墳
に
類
似
し
て
い
る
。

し
か
し
、

第
四
号
墳
の
玄
室
に
は
比

較
的
細
長
い
小
塊
石
が
用
い
ら
れ
て
い
て
、
第
二
・
第
三
号
墳
と
は
や
や
異
な
っ
て
い

七



I¥ 

い
る
部
分
が
少
い
た
め
明
ら
か
で
な
い
。

る
よ
う
で
あ
り
、
第
五
号
墳
は
第
一
号
墳
と
同
じ
よ
う
に
塊
石
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
古
墳
群
の
石
室
の
大
き
さ
は
、

次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

室石の墳号5 第第12図

古
墳
名

不 不 子子 ι 子子子←子判 長
一一一明一一一一一J明一 一

第
一
号

第
二
号

第
三
号

第
四
号

第
五
号

第
六
号

石
奥

三~ジ|幅
Cコ ヨ王
一・九五

一・一一
一。

不
明

一入。
不
明

室

の

室

!長
|さ

Cコ o

実~25

z-!?  

前

I~亘

一・O
四

・=
一四

大室

長
さ
一

未

一

一一・九(〕一
一一・六〔)一

不
明
一

一・六(〕一
一一・四
Q

不
明
一
"""---""- 否 ・~ ・~""-，士未|幅
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フ" cコ 弓IJ フ" cコ フ句ア可|
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上奥

か壁
ら外
面

の の
晶封

さ土

き

大』

羨

残
存
し
て

一
米
九
六

不不不

四O 明明明



た
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。

副
室
の
あ
る
古
墳
は
、
第
六
号
墳
の
一
基
の
み
で
、
他
は
単
室
で
あ
り
、
石
室
の
全
体
が
明
ら
か
で
な
い
第
五
号
墳
も
お
そ
ら
く
単
室
で
あ
っ

二
基
と
も
に
奥
壁
の
部
分
が
広

石
室
の
全
貌
が
ほ
ぼ
明
ら
か
で
あ
る
第

-
第
二
・
第
三
号
墳
の
三
基
の
玄
室
は
、

く
、
袖
石
の
方
が
次
第
に
狭
く
な
っ
て
い
て
非
常
に
よ
く
似
た
形
を
呈
し
て
い
る
。

玄
室
の
奥
壁
の
幅
と
袖
石
に
接
し
た
部
分
の
幅
と
の
比
は
、

第
一
号
墳

四
六
、
第
二
号
墳

-
五

O
、
第
三
号
墳
一

-
五
二
と
非
常
に
近
似
し

た
数
値
を
示
す
ば
か
り
で
な
く
、

そ
の
玄
室
の
大
き
さ
も
ほ
と
ん
ど
同
大
で
あ
る
。

こ
の
古
墳
群
の
石
室
に
は
、
鉄
丹
が
施
さ
れ
て
い
る
の
は
一
基
も
な
く
、
床
面
が
破

室

壊
さ
れ
て
明
ら
か
で
な
い
第
四
号
墳
を
除
い
て
他
は
す
べ
て
敷
石
床
と
な
っ
て
い
る

石

が
、
第
二
・
第
三
・
第
五
号
墳
の
三
基
は
玉
石
敷
で
あ
り
、
第
一

第
六
号
墳
の
二
基

の

は
小
石
敷
と
な
っ
て
い
る
。

第

し
か
し
、
羨
道
部
ま
で
敷
石
床
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

墳

六
号
墳
の
み
で
あ
る
。
玄
室
の
全
貌
が
明
ら
か
で
あ
る
第
一
・
第
二
・
第
三
号
墳
の
三

基
に
は
、
奥
壁
に
平
行
し
て
一屑
平
石
を
立
て
て
屍
床
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
第
一
号

号4 

第
三
号
墳
に
は
こ
箇
、
第
二
号
墳
に
は
一
箇
設
け
ら
れ
て
お
り
、

第
一
号
墳
の
も
の

第

は
小
石
を
多
く
並
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
他
の
二
基
と
異
な
っ
て
い
る
。

第13図

羨
道
部
は
、
第
六
号
墳
を
除
い
て
、

他
は
小
塊
石
が
用
い
ら
れ
て
い
て
、

そ
の
石
組

み
は
玄
室
よ
り
雑
然
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
羨
道
の
高
さ
が
袖
石
に
接
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
高
く
、
羨
門
の
方
が
極
め
て
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
と
相
ま
っ
て
、

羨
道

の
部
分
に
は
天
井
石
が
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る

ぅ
。
破
壊
さ
れ
て
明
ら
か
で
な
い
第
四
号
墳
と
第
六
号
墳
を
除
き
、

他
の
古
墳
は
す
べ

一九



O 

て
羨
門
の
方
が
広
く
な
っ
て
い
る
が
、
狭
く
な
っ
て
い
る
袖
石
の
と
こ
ろ
か
ら
玄
室
と
羨
門
と
の
両
側
へ
直
線
的
に
聞
い
て
い
る
石
室
プ
ラ
ン
に

つ
づ
み

は
、
鼓
の
形
に
も
通
ず
る
均
斉
美
が
あ
る
。

第
六
号
墳
は
、
羨
道
部
の
全
貌
が
明
ら
か
で
な
い
が
、

羨
道
部
に
も
巨
石
を

用
い
て
い
て
、

そ
の
幅
も
広
く
、

敷
石
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

ま
た
、

か
ら
み
て
、
羨
道
部
に
も
天
井
石
が
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
、

こ
の
古
墳
群
中
で
唯
一
の
副
室
墳
で
あ
り
、

ま
た
、
巨
石
墳
で
あ
る
こ

と
と
相
ま
っ
て
、
他
の
古
墳
の
石
室
と
は
構
造
を
著
る
し
く
異
に
し
て
い
る
。 第 1号墳の玄室から羨道を望む第14図

ま
た
、

奥壁と号墳の尻床3 第第15図

こ
の
古
墳
の
奥
室
の
調
査
は
不
可
能
で
あ
っ
た
が
、
天
井



第 6号墳の羨道から前室と
奥室を望む

第16図第E号墳の線彫文様
ら

第17図

は
高
く
、
奥
行
も
相
当
J

に
長
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

L-

の

古
墳
で
特
に
注
目
す
べ
き
点
は
、

前
室
と
奥
室
と
の
境
の
左

側
の
袖
石
に
家
屋
文
様
の
線
彫
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

っ
て
、
線
彫
文
様
と
し
て
構
図
の
明
ら
か
な
県
内
で
は
唯

の
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

側
壁
の
一
部
に
切
石
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、

第

第
二
一
・
第
五
・
第
六
号
墳
の
四
基
で
、
第
六
号
墳
に
最
も
多

く
使
用
さ
れ
て
お
り
、
第
二
号
墳
と
第
六
号
墳
の
切
石
の
中

の
み
に
よ
っ
て
整
然
と
調
整
さ
れ
た
痕
跡
を
と
ど
め

に
は
、

て
い
る
の
が
あ
っ
て
注
目
さ
れ
る
。

第
六
号
墳
は
、
羨
道
と
前
室
お
よ
び
前
室
と
奥
室
の
境
の

二
か
処
に
仕
切
石
が
あ
り
、
破
壊
さ
れ
て
い
る
第
四
号
墳
を

除
き
他
は
す
べ
て
羨
道
と
玄
室
の
境
に
仕
切
石
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。

こ
の
仕
切
石
の
所
に
塊
石
を
積
み
あ
げ
て
玄
室
は

閉
塞
さ
れ
て
い
た
が
、
第
二
号
墳
だ
け
は
、

仕
切
石
の
外
側

に
一
届
平
な
板
石
を
立
て
、

そ
の
う
し
ろ
に
排
石
を
乱
れ
積
み

に
し
て
閉
塞
さ
れ
て
い
た
。
第
二
号
墳
と
第
三
号
墳
の
二
基

は

袖
石
の
内
側
に
仕
切
石
が
設
け
ら
れ
、
玄
室
は
羨
道
よ
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第22図竜王崎古墳群第4号墳石室実測図
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出

+ 

遺

物

調
査
を
実
施
し
た
六
基
の
古
墳
の
う
ち
未
盗
掘
墳
は
第
一
号
墳
と
第
三
号
墳
の
二
基
で
、
遺
物
の
主
要
な
も
の
は
こ
の
二
基
の
古
墳
か
ら
出
土

し
た
。
出
土
し
た
遺
物
は
、
装
身
具
・
銅
製
お
よ
び
金
銅
製
品
・
鉄
器
・
土
器
・
人
骨
・
そ
の
他
で
あ
る
が
、

他
に
若
干
の
混
入
遺
物
が
あ
る
。

各
古
墳
か
ら
の
出
土
遺
物
は
次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

小丸水管勾金銅耳装出
銅
間 製身

ミミ玉玉玉玉冠釧環 士
区日 、 巨B、e-g、 、 、 、-ー、 ，、

フ町 一一切 ー→ ーー ヨ三 一一 一一 司コ
一一一 遺

金金銅
製
工銅製物
芸お
品製ょ、
品び

覧

鉄鉄鉄鉱尖平鉄鉄

小万万破士日根
環片山 表
片片子、鎌錬斧

多
数 一一 器

二三一一三三 一-フ可ー-

破仁j破壷杯杯聾器付土
身

片土片 蓋片片 台
、片片、、片

多師多、、、、若多ι 、、 恵
器

数器数一八千数ー器

人そ人

よ円1'1. 

片 の、

若他骨
干

黒サ混
耀ノ、
カ
石イ入

剥剥ド 遣
片
、代物
一一 区ヨ

第

Eコ
下~

鉄

鉾、

十す

須

恵

人
，.gヨ，
同

片

若
干

ナ
ヌ

カ
イ

剥
片

f司、

器



第

三

号

耳

環

、

一

E

金
銅
製
釧
、
一

管

玉

、

ニ

小

玉

、

一

。

土
製
小
玉
、
宜
四

的

製

鏡

、

一

金

銅

鈴

、

六

鈴

座

金

、

一

鈴
座
金
片
、
若
干

金

製

一

一輪
二
一
一

同

破

片

、

一

鉄

万、

鉄
万
片
、

鉄
万
子
片
、

平
根
鎖
、

尖
根
銀
、

鉱
破
片
、
若
干

模
形
鉄
器
、

鉄

針、

佳
甲
片
、
若
干

鉄

刀

、

一

鉄

万

片

、

ニ

鉄

鉾

片

、

一

平

根

鎌

、

一

尖

根

銀

、

三

銀
破
片
、
多
数

鉄

小

環

、

ニ

官
同

杯

=土~

宝E

片、片、

片
、
多
数

片
、
若
干

杯

蓋

ヲ需破仁j

土

師

器

皿
台
付
小
増
、

台
付
小
増
片
、
一

杯

身

片

、

一

高

杯

片

、

ニ

丹

塗

片

、

一

破

片

、

若

干

付

須

恵

器

台
付
ハ
ソ
ワ
、
一

杯

身

、

一

杯
身
蓋
片
、
若
干

聾

片

、

豆

破

片

、

若

干

同

土

師

器

破

片

、

多

数

区ヨ

人
骨
片
、
若
干

染
付
磁
器
片
、

寛
永
通
宝
、

サ
ヌ
カ
イ
ド
剥
片
、
四

黒
耀
石
剥
片
、
一

七



第

四

号

第

六

号

第

五

号

臼耳耳

環 環、玉、

二
金
銅
製
鋲
止
金
具
、

一 一

鉄

万

、

尖
根
銀
、

鉱
破
片
、

鉄
力
片
、

平
根
銀
、

鉄
器
片
、

鉄

鉱

片

、

若

干

一

付

須

恵

器

聾

片

、

四

杯

身

片

、

一

杯

蓋

片

、

一

同

土

師

器

杯

身

、

三

杯

身

片

、

国

丹
塗
杯
身
片
、
一

破

片

、

若

干

付

須

恵

器

聾

片

、

一

杯

身

片

、

一

杯

蓋

片

、

一

同

土

師

器

破

片

、

一

破口杯 H

土蓋須

恵

器

片
、
一

師

器

片
、
若
干

貝
殻
、
若
干
一
ナ
ヌ
カ
イ
ド
剥
片
、
一

黒

耀

石

剥

片

、

一

磨

製

石

斧

、

一

寛

永

通

宝

、

一

六

混
入
人
骨
片
、
若
干

土
鉄染師青黒| 一
付言磁耀

八

万磁研貝碗 石
器土剥

片片、片器片片

. 
巨ヨ ー一一-



N 第25図第1号墳遺物出土状況

げ伸機、

O
 

A
崎ハU2
 
0
巳

200cm 

1 

遺

置

物

配

の

100 
t 

し

し

よ

う

て

つ

遺
物
の
配
置
を
概
観
す
る
と
、
第
一
号
墳
で
は
奥
壁
に
近
い
第
一
屍
床
内
に
、
鉄

ぞ
く
か
ん
む
り

鉱
・
冠
そ
れ
に
第
二
屍
床
に
ま
た
が
っ
て
玉
類
、
袖
石
に
近
い
左
側
に
鉄
鉱
と
頭
骸

骨
、
そ
の
反
対
の
右
側
に
耳
環
が
お
か
れ
て
い
た
。
第
二
号
墳
は
盗
掘
さ
れ
て
は
い

た
が
、
玄
室
内
に
遺
物
の
一
部
が
屍
床
外
に
残
さ
れ
て
お
り
、
土
師
器
の
皿
・
台
付

て
つ
ぽ
ニ

小
増
と
と
も
に
鉄
鉱
・
鉄
万
・
鉄
鉾
の
鉄
器
類
が
あ
っ
て
、
鉄
鉾
と
鉄
万
が
右
側
壁

に
接
し
て
お
か
れ
て
い
た
。
こ
の
第
二
号
墳
で
特
に
注
目
さ
れ
る
点
は
、
屍
床
内
に

は
す
で
に
遺
物
は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
屍
床
の
ほ
ぼ
中
央
近
く
屍
床
の
壁
に

接
し
て
鉄
丹
が
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

第
三
号
墳
の
遺
物
は
、
屍
床
の
内
外
を
と
わ
ず
、
玄
室
内
に
全
面
的
に
配
置
さ
れ

て
い
た
。
佑
製
鏡
は
、
第
一
屍
床
内
に
あ
っ
た
が
、
屍
床
壁
に
接
し
鏡
背
を
上
に
し

て
お
か
れ
、

そ
の
上
に
鉄
鉾
が
の
っ
て
い
た
。
金
銅
鈴
は
主
と
し
て
第
一
屍
床
内
に

お
か
れ
、

と
く
に
鈴
の
座
金
は
す
べ
て
第
一
屍
床
内
に
あ
っ
た
が
、
鈴
は
第
二
屍
床

内
と
仕
切
石
上
の
閉
塞
石
の
と
こ
ろ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
箇
発
見
さ
れ
た
。
金
銅
製
三

輪
玉
は
、
第
一
屍
床
内
、
耳
環
や
銅
釧
そ
れ
に
土
製
小
玉
な
ど
の
装
身
具
の
大
部
分

す

え

き

が
屍
床
外
か
ら
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
、
須
恵
器
台
付
ハ
ソ
ヲ
・
鉄
万
・
鉄

銀
な
ど
も
屍
床
外
に
お
か
れ
て
い
た
。

第
四
号
墳
は
披
壌
の
度
が
ひ
ど
く
、
側
壁
の
片
側
が
残
っ
て
い
る
の
み
で
あ
っ
た

九



第26図第3号墳遺物出土状況
N 
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100 骨

玉

王

釧

骸

土

管

銅

顎

⑩ 
⑪ 

⑫ 
⑬ 

玉

尼

輪

鉾

付

三

鉄

台

川

町

〈

主

製

・

器

片

釘

荏

銅

鏡

環

恵

刀

甲

銭

〈
主
鈴
八
王
銅
耳
須
仲
間
活
鉄

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
 

O 

が
、
副
葬
品
は
そ
の
残
存
し
て
い
る
側
壁
に
接
し
た
地
点
に
残
さ

れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
側
壁
付
近
の
推
積
土
砂
中
や
側
壁
上
部

の
残
存
封
土
中
に
後
世
の
混
入
遺
物
が
包
含
さ
れ
て
い
た
。

第
五
号
墳
も
破
壊
度
が
ひ
ど
か
っ
た
が
、

残
存
し
て
い
る
一
部

の
玄
室
内
か
ら
耳
環
や
臼
玉
な
ど
君
干
の
装
身
具
が
発
見
さ
れ

た
。
第
六
号
墳
で
は
、
羨
道
の
一
部
と
前
室
の
み
を
調
査
し
て
奥

室
の
調
査
が
不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
遺
物
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
土
器
類
を
主
体
と
す
る
副
葬
品
の
一

部
が
発
見
さ
れ
て
は
い
る
が
、

前
室
の
床
面
か
ら
も
後
世
の
遺
物

が
発
見
さ
れ
た
の
が
注
目
さ
れ
る
。

2 

装

具

身

装
身
具
は
、
玉
類
・
耳
環
・
釧
・
冠
に
分
類
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

玉
類
は
第
一
号
墳
出
土
が
そ
の
大
半
を
し
め
て
い
て
、

他
は
第
三

号
墳
か
ら
ガ
ラ
ス
小
玉
一

O
箇
と
土
製
小
玉
五
四
箇
、
第
五
号
墳

か
ら
碧
玉
製
臼
玉
一
箇
が
出
土
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
第
一
号

墳
出
土
の
玉
類
は
、

ガ
ラ
ス
小
玉
の
三
四
六
箇
が
そ
の
大
半
を
し

ガ
ラ
ス
丸
玉
二
箇
・
管
玉
四
二
箇
・
勾
玉
五
箇
の
他
水
晶
製

へ
き
ぎ
よ
く

の
玉
類
四
三
箇
が
あ
る
。
管
玉
は
碧
玉
製
三
六
箇
・
ガ
ラ
ス
製
五

め



箇
・
土
製
一
箇
か
ら
な
っ
て
お
り
、
孔
は
片
割
り
で
、

カミ

角
は
ほ
と
ん
ど
と
れ
て
手
な
れ
の
あ
と
が
著
る
し
い
。
勾
玉
は
五
箇
と
も
硬
玉
製
で
あ
る

一
セ
ン
チ
径
一

二
セ
ン
チ
で
最
小
の
も
の
が
長
さ

一
箇
は
破
損
し
て
お
り
、
孔
は
す
べ
て
片
制
り
、
最
大
の
も
の
が
長
さ
三

六
セ
ン
チ
径

O

四
セ
ン
チ
で
あ
る
。
水
品
製
の
玉
類
は
、

切
子
玉
・
ソ
ロ
パ
ン
玉
・
ナ
ツ
メ
玉

小
玉
な
ど
に
分
類
さ
れ
、
長
さ

あ
る
が
、

一
古
墳
か
ら
水
品
製
の
玉
類
が
四
三
箇
発
見
さ
れ
た
の
は
、

八
セ
ン
チ
か
ら
六
ミ
リ
ノ
ま
で
大
小
種
々

県
内
で

は
始
め
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

第 1号墳出土水品製玉類第27図

号墳出土勾玉・管玉1 第第28図



小
玉
は
、
紺
色
と
青
色
が
大
部
分
で
あ
る
が
、
赤
色
と
黄
色
の
も
の
が
、

そ
れ
ぞ
れ
一
箇
づ
っ
含
ま
れ
て
い
る
。

耳
環
は
、
第
一
号
墳
か
ら
一
七
箇
、
第
三
号
墳
か
ら
一
四
箇
と
第
五
号
墳
か
ら
二
箇
出
土
し
て
い
る
。
銅
に
金
か
銀
を
張
っ
た
も
の
が
大
部
分

で
あ
る
が
、
中
に
は
銅
製
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
環
の
断
面
は
円
形
が
大
部
分
で
あ
る
が
、
中
に
楕
円
形
に
近
い
も
の
も
あ
り
、

で
は
あ
る
が
長
方
形
の
も
の
も
あ
る
。

径
二
・
八
セ
ン
チ
か
ら

-
五
セ
ン
チ
の
も
の
ま
で
あ
っ
て
、
環
体
の
太
さ
も
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
、
小
は

上
に
金
線
を
巻

径
一
ミ
リ
に
す
ぎ
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
大
体
同
大
の
も
の
二
箇
で

い
た
ほ
ぽ
同
じ

大
き
さ
の
も
の

が
コ
一箇
が
あ
る

カミ

こ
れ
は
県

内
発
見
の
耳
環

と
し
て
は
他
に

類
例
が
な
く
、

注
目
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。

一
箇
だ
け

一
対
を
な
し
て
い
る
。
第
三
号
墳
か
ら
出
土
し
た
耳
環
の
中
に
、
銀
張
り
の

..棚附剛胸、 a

巧〉
第l号墳出土丸玉 ・小 玉
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四

釧
は
第
一
号
墳
か
ら
二
箇
、
第
三
号
墳
か
ら
一
箇
出
土
し
て
い
る
。
第

一
号
墳
出
土
の

二
箇
は
相
重
な
っ
て
出
土
し
た
径
六
セ
ン
チ
前
後
の
銅
製
で
あ
っ
て
、

一
は
径
三
ミ
リ
の

丸
い
銅
線
、
他
は

二
ミ
リ
×
五
ミ
リ
の
方
形
の
銅
線
を
円
形
に
曲
げ
た
も
の
で
あ
る
が
、

第
三
号
墳
出
土
の

一
箇
は
径
五
・
三
セ
ン

チ

×
四

・
0
セ
ン
チ
の
楕
円
形
の
小
形
の
金
銅

号墳出土釧

製
で
あ
っ
て
、
そ
の
断
面
は
梯
形
を
呈
し
て
い
て
、
石
製
や
金
属
製
の
釧
が
貝
釧
を
模
し

た
そ
の
名
残
り
を
い
く
ら
か
と
ど
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

第

一
号
墳
の
屍
床
内
か
ら
金
銅
製
の
冠
が
二
筒
発
見
さ
れ
た
が
、

⑤
 

出
土
品
と
し
て
は
極
め
て
例
の
少
な
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
天
井
石
や
側
石
お
よ
び
土

こ
れ
は

県
内
の
古
墳

3 号 ・第

砂
な
ど
の
落
下
に
よ
っ
て
、
細
片
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
欠
失
の
部
分
も
あ
る
が
、
ほ
/t'f 

全
体
が
知
ら
れ
る
ま
で

に
復
原
さ
れ
た
。
二
箇
と
も
に
、
細
長
い
帯
の
正
面
に
四
本
の
立

飾
り
の
あ
る
相
似
た
形
状
の
も
の
で
あ
る
。
帯
の
上
下
に
は
、

波
状
文
に
珠
文
を
配
し
た

l 第

連
続
文
が
あ
り
、

こ
の
文
様
は
立
飾
り
の
両
側
に
も
続
い

て
い
る
。

立
飾
り
は
と
も
に
長

第34図

方
形
で
あ
っ
て
、
そ
の
上
端
は
宝
珠
形
と
な
っ

て
い
る
。
薄
い
金
銅
板
の
裏
側
に
、

布
類

を
厚
く
張
っ
て
使
用
さ
れ
た
も
の
ら
し
く
、
そ
の
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
る
。

こ
の
冠
の
立
飾
り
の
聞
に
、

一
は
山
形
文
、

一
は
波
花
文
が
配
さ
れ
て
い

て、

山
形
文

の
あ
る
冠
の
立
飾
り
の
下
端
は
半
円
形
と
な
っ

て
冠
帯
に
結
合
さ
れ
、

波
花
文
は
方
形
を

呈
し
て
い
る
。
冠
帯
や
立
飾
り
の
部
分
な
ど
に
、

装
飾
用
の
小
円
板
が
張
り
つ
け
ら
れ
て

い
る
が
、
剥
落
が
ひ
ど
く
そ
の
配
列
は
明
ら
か

で
な
い
。
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山
形
文
を
有
す
る
冠
の
冠
帯
の
長
さ
は
、

五
三

・
五
セ
ン
チ
、

幅

-
八
セ

ン
チ
、

立
飾
り
の
部
分
の
高
さ
は

一
二
セ
ン
チ
余
り
と
推
定
さ

れ
、
そ
の
幅
は
二
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。
波
花
文
の
あ
る
冠
の
冠
帯
は
、
長
さ
四
八
セ
シ
チ
、
幅
一

-
四
セ
ン
チ

t
一

一
て
ン
チ
で
、

両
端
の

方
が
次
第
に
狭
く
な
り
、
両
端
は
僅
か
ば
か
り
外
側
に
轡
曲
し
て
い
る
。
立
飾
り
の
部
分
は
、
高
さ
一
・
五
セ
ン
チ
余
り
と
推
定
さ
れ
、

幅
は
山

形
文
の
冠
と
同
じ
よ
う
に
ニ
セ
シ
チ
前
後
で
あ
る
。

こ
の
二
箇
の
冠
は
、
細
部
に
わ
た
っ
て
検
討
す
る
と
相
違
点
も
あ
る
が
、

そ
の
大
き
き
ゃ
形

状
な
ど
極
め
て
よ
く
類
似
し
て
い
る
。

3 

銅

製

お

よ

ひ

金

銅

製

口
口口

ぼ
う
せ
い
き
孟
う

装
身
具
以
外
の
銅
製
お
よ
び
金
製
製
品
と
し
て
は
、
第
一
号
墳
出
土
の
金
製
工
芸
品
、
第
三
号
墳
出
土
の
的
製
鏡
・
金
銅
鈴
・
金
銅
鈴
座
金

み

わ

だ

ま

・
金
銅
製
三
輪
玉
、
第
六
号
墳
出
土
の
金
銅
製
鋲
止
金
具
な
ど
が
あ
る
。

第
一
号
墳
出
土
の
金
製
工
芸
品
は
、
第
一
屍
床
内
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
長
径
一
一
ミ
リ
、
短
径
八
ミ
リ
の
断
面
が
楕
円
形
を
呈
す
る
中

空
の
小
形
工
芸
品
で
あ
る
。
上
下
の
中
央
に
小
孔
が
あ
り
、
胴
部
中
央
に
は
小
円
文
帯
が
四
列
密
着
し
て
め
ぐ
っ
て
お
り
、

こ
の
小
円
文
帯
に
接

し
、
上
下
中
央
の
小
孔
の
ま
わ
り
に
、
上
下
と
も
小
孔
が
四
か
所
づ
っ
う
が
た
れ
て
い
る
。
金
の
剥
落
は
み
ら
れ
ず
、

精
巧
な
金
細
工
品
で
あ
る

が
、
単
独
に
た
だ
一
箇
発
見
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
た
め
、
何
に
用
い
ら
れ
た
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
。

た
れ
か
ざ
り

っ

き

⑤

て
は
、
唐
津
市
鏡
半
田
古
墳
な
ど
か
ら
出
土
し
て
い
る
垂
飾
付
耳
飾
の
垂
飾
を
た
ら
す
小
容
器
が
あ
る
。

し
か
し
、

こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し

こ
れ
は
、
半
田
古
墳
、
の
み
で
な
く
、
東
京
国
立
博
物
舘
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
三
重
県
保
子
里
古
墳
出
土
な
ど
の
垂
飾
付
耳
飾
の
も
の
と
も
全
く

類
似
し
て
い
る
点
か
ら
み
て
、

垂
飾
付
耳
飾
の
部
品
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
三
号
墳
出
土
の
佑
製
鏡
一
面
は
、
第
一
屍
床
内
の
屍
床
壁
に
接
し
て
、
鏡
背
を
上
に
し
て
お
か
れ
、

た
。
鏡
は
面
径
九
・
七
セ
ン
チ
、
面
反
り
二
・
五
ミ
リ
の
的
製
七
獣
鏡
で
、

こ
の
鏡
の
上
に
は
鉄
鉾
が
の
せ
て
あ
っ

鉦
座
の
ま
わ
り
に
一
圏
が
め
ぐ
り
、

そ
の
外
側
に
七
獣
が
配
さ
れ
て

い
る
が
、

一
獣
だ
け
他
よ
り
小
さ
な
も
の
が
混
っ
て
い
る
。

こ
の
獣
帯
の
外
側
を
ニ
圏
が
め
ぐ
り
、

そ
の
外
側
の
一
圏
と
の
聞
に
波
状
文
が
二
重



に
配
さ
れ
、

そ
の
外
側
に
鋸
歯
文
帯
が
あ
り
、
最
後
は
比
較
的
に
幅
の
広
い
素
縁
と
な
っ
て
い
る
。

手
な
れ
の
痕
跡
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
鋳
上

り
は
余
り
よ
く
な
く
、
文
様
も
不
鮮
明
の
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
る
。

同
じ
第
三
号
墳
か
ら
金
銅
鈴
六
箇
が
出
土
し
て
い
る
が
、
玄
室
の
閉
塞
の
と
こ
ろ
と
第
二
屍
床

内
に
そ
れ
ぞ
れ
一
箇
づ
っ
お
か
れ
て
い
た
以
外
の
四
箇
は
、
第
一
屍
床
内
か
ら
散
在
し
た
状
態
で

号墳出土的製七獣鏡3 第第37図

発
見
さ
れ
た
。
六
箇
と
も
ほ
ぼ
同

じ
大
き
さ
で
、
長
径
約
三
・
四
セ

第 3号墳出土金銅製鈴及び座金

ン
チ
、
短
径
約
二
・
八
セ
ン
チ
、

上
に
方
に
方
形
の
鉦
が
つ
き
、
中

に
土
玉
が
一
箇
づ
っ
入
っ
て
い

る
第
一
屍
床
内
か
ら
鈴
に
接
し
て

金
銅
製
の
座
金
が
二
箇
体
分
発
見

さ
れ
た
。
直
径
六
・
七
セ
ン
チ
余

り
の
薄
い
円
形
金
銅
板
で
、
中
央

第38図

に
は
鈴
の
鉦

た・を
た・差
き・込
出・む
し・長
の方
技形
法の

孔
が
あ
り
、

に
よ
る
小
円
文
が
縁
近
く
に
め
ぐ

ら
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、

小
円

七



八

文
を
も
っ
て
四
箇
の
円
形
と
四
箇
の
山
形
の
文
様
が
構
成
さ
れ
、
周
縁
に
そ
っ
て
二
孔
一
対
づ
っ
の
小
孔
が
四
か
処
に
配
さ
れ
て
い
る
。

⑦
 

県
内
の
古
墳
か
ら
銅
鈴
が
出
土
し
た
例
は
あ
る
が
、
座
金
の
出
土
は
他
に
例
が
な
く
、

ま

た、

こ
の
古
墳
出
土
の
鈴
と
類
似
し
た
も
の
や
金
銅
製
の
も
の
は
、

他
に
ま
だ
発
見
さ
れ
て

い
な
い
。
こ
の
古
墳
か
ら
は
、
馬
具
が
出
土
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
や
こ
の
鈴
に
は
座
金

第 3号墳出土金銅製三輪玉

が
つ
い
て
い
る
点
な
ど
か
ら
考
え
て
、

こ
の
鈴
が
馬
鈴
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
な
い
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
同
伴
し
て
い
る
鏡
、

な
ど
と
と
も
に
呪
術
的
あ
る
い
は
宝
器
的
な
も

の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
の
第
三
号
墳
の
第
一
尻
床
内
か
ら
は
、

ま
た
、

金
銅
製
三
輪
玉
が
四
箇
出
土
し
て
い

る
。
全
長
一ニ
・
二
セ
ン
チ
、
中
央
部
の
球
径
一
・
九
セ
ン
チ
の
半
哉
の
宝
瓶
形
で
あ
っ
て
、

③
 

県
内
の
古
墳
か
ら
は
唐
津
市
鏡
の
島
田
塚
か
ら
の
出
土
が
知
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

ーしー

の
三
輪
玉
は
、
飾
大
万
の
柄
の
装
飾
品
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、

ま
だ
そ
の
確
証

は
な
く
、
組
を
か
け
る
の
に
便
に
で
き
て
い
る
の
で
、
⑨
 

も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

何
物
か
に
し
ば
り
つ
け
て
飾
ら
れ
た

第39図

第
六
号
墳
の
前
室
か
ら
長
さ
三
・
一
セ
ン
チ
で
片
側
は
半
円
形
、

幅
二
・
三
セ
ン
チ
、

箇
の
鋲
形
の
突
起
の
あ
る
金
銅
製
品
が
一
箇
発
見
さ
れ
て
い
る
。
装
身
具
な
ど
の
一
部
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
明
ら
か
で
な
い
。

4 

鉄

器

こ
の
古
墳
群
出
土
の
鉄
器
類
で
、

そ
の
数
が
最
も
多
い
の
が
鉄
鎖
で
あ
っ
て
、

各
古
墳
か



ら
出
土
を
見
て
お
り
、

ひ
ら
ね
ぞ
，
、
と
が
り
ね
ぞ
く

平
根
鉱
と
尖
根
鎌
の
二
種
か
ら
な
っ
て
い
る
。

こ
の
鉄
鉱
の
他
に
、

武
器
類
と
し
て
は
、

鉄
万
・
鉄
万
子
・
鉄
鉾
が
あ

る
。
鉄
万
は
、
第
六
号
墳
を
除
く
五
基
の
古
墳
か
ら
八
日
分
が
出
土
し
て
い
る

が
、
多
く
は
破
損
し
て
い
て
、

の
一
口
で
あ
る
。
な
か
ご
を
含
め
て
の
全
長
八
九
セ
ン
チ
、

完
構
を
保
っ
て
い
る
の
は
第
三
号
墳
出
土
の
も

目
く
ぎ
孔
二
箇
が

-第 3号墳出土鉄鉱

あ
り
、
長
径
六
セ
ン
チ
、
短
径
五
・
四
セ
ン
チ
の
や
や
ハ

l
ト
形
を
呈
す
る
鍔

が
つ
い
て
い
る
。
鉄
刀
子
は
、

第
一
号
墳
か
ら
三
口
、
第
二
号
墳
か
ら
破
片

口
分
が
出
土
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

第
二
号
墳
と
第
三
号
墳
と
か
ら
鉄
鉾
が
そ
れ
ぞ
れ
一
口
づ
っ
出
土
し
て
い
る

が
、
第
三
号
墳
出
土
の
も
の
は
第
一
屍
床
か
ら
鏡
の
上
に
の
っ
て
発
見
さ
れ
、

第
二
号
墳
の
は
屍
床
外
の
側
壁
に
接
し
て
、
鉄
万
と
並
ん
で
発
見
さ
れ
た
。

第

-第 2

一
一
号
墳
出
土
の
も
の
は
、
袋
部
だ
け
が
残
っ
て
い
る
が
、

第
二
号
墳
出
土
の
鉄

ほ
ぼ
完
構
を
保
っ
て
い
て
、
全
長
二
七
・
六
セ
ン
チ
、

鉾
は
、

刃
部
の
長
さ
一

第 l

五
・
八
セ
ン
チ
で
幅
二
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。

第40図

武
具
類
と
し
て
は
、
第
三
号
墳
か
ら
佳
甲
の
破
片
が
三
片
発
見
さ
れ
て
い
る

の
み
で
あ
る
。
工
具
類
と
し
て
は
、
第
一
号
墳
か
ら
鉄
斧
一
箇
、

く
さ
び
が
に

ら
模
形
鉄
器
二
箇
と
鉄
針
一
箇
が
出
土
し
て
い
る
。
鉄
斧
は
、
全
長
八
・
五
セ

第
二
号
墳
か

ン
チ
、

刃
部
の
幅
四
セ
ン
チ
、
袋
部
は
三
・
一
セ
ン
チ
×
二
・

0
セ
ン
チ
の
楕

円
形
を
呈
し
て
い
る
。
模
形
鉄
器
は
長
さ
五

一
セ
ン
チ
、
幅
一

-
四
セ
ン
チ

九





鉄
器
類
に
は
、

鉄
環
は
、
大
き
い
方
は
径

0
・
六
セ
ン

他
に
第
一
号
墳
か
ら
二
箇
体
分
、
第
三
号
墳
か
ら
二
箇
、
小
鉄
環
が
出
土
し
て
い
る
。

径

一一a岨岨薗幽a掴圃圃・・・・・・・・・・F

チ
の
鉄
線
を
円
形
に
曲
げ
た
も
の
で
径
四
・

0
セ
ン
チ
で
あ
り
、

小
形
の
も
の
は
、

四
ミ
リ
の
鉄
線
を
用
い
て
径
二
・
五
セ
ン
チ
余
り
の
環
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
小
形
の

方
は
耳
環
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
明
ら
か
で
な
く
、

ま
た
、
馬
具
の
部
品
で
あ
る
と
も

号墳出土鉄 斧 ・鉄万子

考
え
ら
れ
ず
、

そ
の
用
途
は
明
ら
か
で
な
い
。

土

器

5 

は

じ

金

だ

い

っ

き

玄
室
内
か
ら
発
見
さ
れ
た
土
器
は
、
第
二
号
墳
の
屍
床
外
か
ら
土
師
器
の
皿
と
台
付

す

え

き

だ

い

っ

き

小
増
、
第
三
号
墳
の
屍
床
外
か
ら
須
恵
器
の
台
付
ハ
ソ
ク
一
箇
が
、
ま
た
、
第
六
号
墳
の

前
室
内
か
ら
須
恵
器
や
土
師
器
の
破
片
が
若
干
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
大
部
分
の
土
器
は

羨
門
付
近
の
封
土
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
が
、

以
前
の
開
墾
に
よ
っ
て
荒
さ
れ
、
小
破
片

が
到
る
と
こ
ろ
に
散
在
し
て
い
て
、
復
原
の
で
き
る
土
器
は
破
片
の
数
に
比
べ
て
非
常

1 

に
少
な
か
っ
た
。
須
恵
器
は
・
高
杯
・
杯
・
控
・
壷
・
ハ
ソ
ワ
な
ど
で
あ
り
。
土
師
器

第

は
皿
・
柑
・
杯
・
高
杯
な
ど
で
あ
っ
て
、
土
器
の
種
類
は
非
常
に
単
純
で
あ
っ
た
。

第43図

第
三
号
墳
の
玄
室
内
か
ら
出
土
し
た
須
恵
器
の
台
付
ハ
ソ
ク
は
、
高
さ
つ
一
・
三
セ
シ

チ、

口
径
一

0
セ
ン
チ
、
底
部
の
径
一
一

-
四
セ
シ
チ
で
、

外
側
に
波
状
文
な
ど
は
あ

る
が
、

口
縁
部
の
立
上
り
は
極
め
て
低
く
、
胴
部
の
高
さ
は
圧
縮
さ
れ
て
い
る
。

A 

部

が
杯
形
の
特
殊
な
形
態
を
し
て
い
る
が
、

こ
の
形
式
の
も
の
は
、

県
内
で
は
ま
だ
類
例

が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
第
二
号
墳
の
玄
室
内
出
土
の
土
師
器
皿
や
土
師
器
小
柑
は
、

四



第
二
号
墳
は
、

四

第 3号墳出土須恵器台付ハソク

と
も
に
小
形
で
あ
つ
っ
て
、
胎
土
は
比
較
的
に
よ
く
精
選
さ
れ
て
い
る
が
、
焼
成
は

余
り
堅
般
で
な
く
、

こ
の
第
二
号
墳
の
羨
門
前
の
封
土
中
か
ら
出
土
し
た
須
恵
器
の

高
杯
は
、
脚
部
の
高
さ
が
低
く
、

文
様
や
器
台
の
透
し
も
み
ら
れ
な
い
。
第
六
号
墳

か
ら
は
、
土
師
器
の
ほ
ぼ
同
じ
形
式
の
杯
が
数
箇
出
土
し
て
い
る
が
、
焼
成
は
極
め

せ
ん
ど
う

ま
た
、
第
一
号
墳
の
羨
道
前
の
封
土
中
か
ら
は
、
宝
珠
形
つ
ま
み

て
脆
弱
で
あ
る
。

の
あ
る
須
恵
器
の
杯
の
蓋
一
箇
が
出
土
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

正日，
円

人

。〉

山
出
j
d什

t

そ

6 

人
骨
は
、
第
一
・
第
二
・
第
三
号
墳
の
石
室
内
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
第
一
号
墳
の

人
骨
は
、
屍
床
内
お
よ
び
屍
床
外
か
ら
相
当
数
の
破
片
が
散
在
し
た
状
態
で
発
見
さ

第44図

れ

屍
床
外
の
袖
石
に
近
い
点
か
ら
側
壁
に
接
し
て
頭
骸
骨
一
体
分
が
発
見
さ
れ
た

が
、
遺
体
の
保
存
状
態
は
悪
く
、
埋
葬
さ
れ
て
い
る
遺
体
数
を
確
認
す
る
こ
と
は
で

引
っ
そ
う
ふ
ん

数
体
の
合
葬
墳
で
あ
る
こ

き
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
遺
体
の
残
存
状
態
か
ら
み
て
、

と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。

盗
掘
墳
で
あ
っ
た
た
め
か
人
骨
片
の
残
存
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
。
第
三
号
墳
の
遺
体
は
、
屍
床
の
内
外
を
と
わ
ず
玄
室
内
全

そ
の
遺
体
数
を
確
認
す
る
こ

体
に
散
在
し
て
い
て
、
数
体
分
が
合
葬
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
た
。

し
か
し
、

遺
体
の
保
存
状
態
は
悪
く
、

と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
長
崎
大
学
医
学
部
の
調
査
で
二
体
分
以
上
の
合
葬
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

第
六
号
墳
の
前
室
か
ら
貝
殻
が
若
干
発
見
さ
れ
て
い
る
。
古
墳
の
石
室
や
石
棺
な
ど
の
内
部
に
貝
殻
が
敷
か
れ
て
い
た
例
は
、

杵
島
郡
北
方
町

勇
猛
山
古
墳
群
第
七
号
墳
を
は
じ
め
、
数
例
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
の
第
六
号
墳
の
前
室
は
後
世
に
再
埋
葬
墓
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
た
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こ
の
員
殻
も
古
墳
築
成
当
初
の
も
の
か
、

あ
る
い
は
再
埋

葬
時
に
伴
の
う
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
。

7 

混

物

遺

入

混
入
遺
物
は
、
石
器
類
・
歴
史
時
代
遺
物
・
再
埋
葬
人
骨
の

石
器
類
は
、
黒
耀
石
お
よ
び
サ
ヌ
カ
イ

(水晶製切子玉・ソロパン玉・小玉)

三
種
に
大
別
さ
れ
る
。

ド
の
剥
片
が
大
部
分
で
あ
っ
て
、
第
五
号
墳
を
除
く
他
の
五
基

の
石
室
内
落
込
み
土
層
中
か
ら
二

O
箇
余
り
発
見
さ
れ
た
。

た

だ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
六
号
墳
の
前
室
内
か
ら
後
世
の
再
埋

葬
遺
体
の
頭
骸
骨
に
接
し
、
献
供
し
た
よ
う
な
状
態
で
磨
製
石

斧
が
一
箇
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

再
埋
葬
人
骨
は
、

こ
の
第
六
号
墳
の
前
室
内
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

長
崎
大
学
医
学
部
の
調
査
で
古
墳
時
代
の
人
骨
と
は
異
質
の
も

の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
が
、

こ
の
人
骨
は

こ
の
人
骨
近
く

に
散
在
し
て
い
た
遺
物
か
ら
江
戸
時
代
に
再
埋
葬
さ
れ
た
遺
体

で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

歴
史
時
代
の
遺
物
と
し
て
は
、
銭
貨
・
陶
磁
器
片
・
鉄
万
が

あ
る
。
銭
貨
は
、
第
二
号
墳
の
落
込
み
土
層
中
か
ら
寛
永
通
宝

一
箇
、
第
六
号
墳
の
前
室
内
か
ら
寛
永
通
宝
な
ど
一
六
箇
の
銭

四
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四
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貨
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
第
六
号
墳
出
土
の
銭
貨
は
、

そ
の
出
土

状
況
か
ら
み
て
再
埋
葬
遣
体
と
関
係
の
あ
る
副
葬
品
で
あ
ろ
う
と

考
え
ら
れ
る
。

陶
磁
器
片
は
、
第
二
号
墳
か
ら
染
付
磁
器
片
、
第
四
号
墳
か
ら

染
付
磁
器
片
・
青
磁
碗
片

・
土
師
系
陶
質
土
器
片
な
ど
が
出
土
し

て
い
る
。
第
四
号
墳
の
陶
磁
器
片
は
、
残
存
し
て
い
る
石
室
の
側

壁
上
方
の
封
土
残
存
部
に
混
入
し
て
い
た
も
の
で
、
鉄
万
も
こ
の

陶
磁
器
片
と
混
在
し
て
い
た
。
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(六)

考

察

こ
の
古
墳
群
の
内
部
構
造
は
、
す
べ
て
横
穴
式
石
室
で
あ
り
、
副
葬
品
に
は
前
期
古
墳
に
顕
著
に
み
ら
れ
る
農
工
具
は
鉄
斧
一
箇
の
み
で
極
め

て
少
な
い
が
、

そ
の
反
面
、
耳
環
や
須
恵
器
な
ど
が
豊
富
に
み
ら
れ
る
点
か
ら
し
て
、

こ
の
古
墳
群
が
古
墳
時
代
後
期
に
属
す
る
群
集
墳
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

一
般
に
群
集
墳
の
石
室
の
構
造
は
、
画
一
的
で
あ
っ
て
、

個
性
に
乏
し
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、

こ
の
龍
王
崎
古
墳
群
の
石
室
構
造
を
み
る

と
、
そ
の
平
面
プ
ラ
ン
に
は
極
め
て
類
似
し
た
も
の
も
あ
る
が
、

側
壁
の
構
造
に
お
い
て
は
各
古
墳
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
、

ッ-
L.. 

の
古
墳
群
の
一
つ
の
特
色
ゃ
な
し
て
い
る
。

未
盗
掘
墳
で
あ
っ
た
第
一
号
・
第
三
号
墳
の
遺
体
や
副
葬
品
の
配
置
状
態
か
ら
、

こ
の
古
墳
群
が
数
人
の
遺
体
を
一
石
室
内
に
埋
葬
し
た
合
葬

墳
で
あ
っ
て
、
埋
置
施
設
で
あ
る
屍
床
内
は
も
と
よ
り
屍
床
外
に
も
遺
体
が
埋
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
遺
体
の
保
存

状
態
が
悪
か
っ
た
た
め
、

そ
の
遺
体
数
や
埋
葬
方
法
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
第
六
号
墳
の
前
室
内
に
喝は、

江
戸
時
代
と

推
定
さ
れ
る
再
埋
葬
の
遺
体
が
あ
っ
た
が
、
古
墳
が
後
世
に
な
っ
て
、

墓
地
と
し
て
再
び
利
用
さ
れ
て
い
る
例
は
、

県
内
に
も
相
当
に
み
ら
れ
る

の
で
あ
っ
て
、

異
と
す
る
に
は
あ
た
ら
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
遺
体
と
と
も
に
発
見
さ
れ
た
寛
永
通
宝
な
ど
一
六
箇
の
銭
貨
は
、

こ
の
再
埋

葬
の
際
の
副
葬
品
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
が
、

頭
骸
骨
に
接
し
て
発
見
さ
れ
た
磨
製
石
斧
一
箇
は
、
被
覆
土
砂
中
に
混
入
し
て
い
た
も
の
が
偶

然
に
こ
の
頭
骸
に
接
す
る
位
置
に
お
か
れ
る
結
果
に
な
っ
た
の
か
、
献
具
的
な
意
味
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
明
ら
か
で
な
い
。

こ
の
古
墳
群
か
ら
出
土
し
た
土
器
の
編
年
に
つ
い
て
考
慮
し
て
み
る
と
、
第
一
号
墳
の
羨
門
付
近
か
ら
出
土
し
た
須
恵
器
の
蓋
は
、
明
ら
か
に
第

四
型
式
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
二
号
墳
出
土
の
須
恵
器
の
高
杯
も
第
四
型
式
と
見
て
ほ
ぼ
あ
や
ま
り
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

第
三
号
墳
の
玄

室
内
か
ら
出
土
し
た
須
恵
器
の
台
付
ハ
ソ
ク
は
、
杯
を
台
と
し
て
用
い
た
特
殊
な
形
式
の
も
の
で
あ
る
が
、
台
付
の
ハ
ソ
ヲ
が
現
わ
れ
る
の
が
第

四
九



五
O 

四
型
式
あ
た
り
か
ら
で
あ
る
の
で
、

こ
の
ハ
ソ
ワ
も
や
は
り
第
四
型
式
に
属
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、

こ
の
第
三
号
墳
の

羨
道
付
近
か
ら
出

土
し
て
い
る
須
恵
器
の
杯
は
、
こ
の
ハ
ソ
ワ
の
台
と
ほ
ぼ
同
形
式
で
あ
る
の
で
、
ハ
ソ
ク
と
同
じ
時
期
の
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
第
二
号
墳
の
玄
室
内
出
土
の
土
師
器
の
皿
や
第
六
号
墳
の
前
室
内
出
土
の
土
師
器
の
杯
な
ど
も
、

や
は
り
須
恵
器
の
第
四
型
式
に
共
伴
す

る
型
式
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

こ
の
古
墳
群
出
土
の
土
器
は
、
須
恵
器
の
第
四
型
式
に
属
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
土
器
の
編
年
に

も
と
づ
く
と
、

こ
の
古
墳
群
の
築
成
年
代
は
七
世
紀
後
半
に
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
各
古
墳
聞
に
み
ら
れ
る
構
造
上
の
違
い
や
追
葬
の
期
間
な

ど
を
考
慮
に
い
れ
て
も
、

こ
の
古
墳
群
の
各
古
墳
聞
に
そ
の
築
成
時
期
に
大
き
な
距
た
り
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

第
一
・
二
・
三
号
墳
の
石

室
の
平
面
プ
ラ
ン
が
全
く
類
似
し
て
い
る
点
も
、

こ
の
古
墳
群
が
同
一
時
期
の
所
産
で
あ
る
こ
と
・を
物
語
っ

て
い
る
も
の
で
あ
る
う
。

こ
の
古
墳
群
の
副
葬
品
に
は
、
農
工
具
類
が
少
な
く
、
耳
環
が
多
い
と
い
う
後
期
古
墳
と
し
て
の
特
色
も
み
ら
れ
る
が
、

一
面
に
お
い
て
は
、

七
世
紀
後
半
の
副
葬
品
と
し
て
主
流
を
し
め
て
い
る
土
器
類
が
玄
室
内
に
副
葬
さ
れ
て
の
は
非
常
に
少
な
く
、

ま
た
、
後
期
古
墳
を
特
徴
づ
け
る

馬
具
の
副
葬
が
全
く
み
ら
れ
な
い
点
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
、

そ
れ
と
は
対
称
的
に
、
六
世
紀
前
半
ご
ろ
の
副
葬
品
に
特
に
顕
著
に
あ
ら
わ

れ
る
金
銅
製
の
装
身
具
な
ど
が
比
較
的
豊
富
に
副
葬
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

こ
の
古
墳
群
の
一
つ
の
大
き
な
特
色
で
あ
っ
て
、

検
討
を
要

す
る
問
題
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
古
墳
群
の
副
葬
品
に
あ
ら
わ
れ
た
新
旧
の
二
要
素
は
、
追
葬
に
も
と
づ
く
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が

一
応
考
え
ら
れ
、

最
初
に
金

銅
製
の
装
身
具
な
ど
を
伴
っ
た
遺
体
が
埋
置
さ
れ
、

つ
づ
い
て
数
人
の
遺
体
が
納
め
ら
れ
た
も
の
で
、
土
器
類
の
副
葬
は
最
後
の
遺
体
に
副
葬
さ

れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
い
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
に
石
室
の
構
造
に
も
横
穴
式
石
室
と
し
て
は
比
較
的
に
古
い
要
素
が
み
ら
れ

る
の
で
あ
っ
て
、
古
墳
が
築
成
さ
れ
た
時
期
は
土
器
類
が
副
葬
さ
れ
た
時
期
で
は
な
く
、

金
銅
製
装
身
具
な
ど
が
副
葬
さ
れ
た
時
期
で
あ
り
、

お

そ
く
と
も
六
世
紀
末
か
七
世
紀
初
頭
ご
ろ
に
は
築
成
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

六
世
紀
後
半
ご
ろ
か
ら
七
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
全
国
的
に
群
集
墳
の
盛
行
が
み
ら
れ
る
が
、

こ
れ
は
農
耕
社
会
に
お
け
る
共
同
体
的
な
体
制



が
く
ず
れ
て
、
広
範
な
家
父
長
制
的
家
族
が
拾
頭
す
る
と
い
う
社
会
の
構
造
的
な
変
質
に
照
応
し
て
あ
ら
わ
れ
た
現
象
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

⑬
 
る
。
し
か
し
、

こ
の
龍
王
崎
古
墳
群
の
第
一
号
墳
や
第
三
号
墳
出
土
の
金
銅
製
装
身
具
な
ど
の
副
葬
品
に
は
、

家
父
長
制
的
な
家
族
墓
的
性
格
よ

打
ご
も
、

共
同
体
の
首
長
的
要
素
が
強
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
よ
う
で
あ
っ
て
、

こ
の
こ
と
も
ま
た
、

こ
の
古
墳
群

の
築
成
年
代
を
土
器
編
年
に
も
と
。
つ
い
て
七
世
紀
後
半
と
す
る
こ
と
に
大
き
な
疑
問
を
投
ず
る
も
の
で
あ
る
。

県
内
に
も
後
期
古
墳
特
有
の
群
集

墳
は
、
相
当
数
分
布
し
て
い
て
、
調
査
さ
れ
た
も
の
も
若
干
は
あ
る
が
、

こ
の
龍
王
崎
古
墳
群
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
相
異
な
る
新
旧
二
系
統
が
顕

著
に
対
称
を
な
し
て
い
る
例
は
ま
だ
み
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

七
世
紀
中
葉
に
は
、
畿
内
地
方
な
ど
中
杭
地
域
に
お
い
て
は
群
集
墳
の
築
造
が
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
な
く
な
り
、

⑪
 

こ
な
わ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
み
ら
れ
て
い
る
ο

お
そ
ら
く
こ
の
追
葬
の
風
は
、
全
国
的
に
波
及
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、

横
穴
式
石
室
へ
の
追
葬
が
お

こ
の
龍

王
崎
古
墳
群
の
合
葬
も
ま
た
追
葬
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
追
葬
の
期
聞
が
著
る
し
く
長
期
に
及
ん
だ
と

い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
第
六
号
墳
の
よ
う
な
巨
石
墳
が
あ
ら
わ
れ
る
の
が
六
世
紀
の
後
半
か
ら
と
い
わ
れ
て
お
り
、

こ
の
第⑫
 

県
内
の
一
部
に
あ
ら
わ
れ
た
文
化
現
象
で
あ
る
こ
と

ま
た
、

六
号
墳
に
み
ら
れ
る
線
彫
文
様
が
六
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
一
時
期
に
、

な
ど
を
考
え
あ
わ
せ
て
、

こ
の
古
墳
群
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
七
世
紀
初
頭
ご
ろ
に
築
成
さ
れ
、

七
世
紀
後
半
ま
で
追
葬
が
行
な
わ
れ
た
と
考
え

る
の
が
、
最
も
穏
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
一
号
墳
で
は
、

金
銅
製
冠
や
垂
飾
付
耳
飾
の
部
品
と
考
え
ら
れ
る
金
製
工
芸
品
ま
た
は
玉
類
な
ど
の
比
較
的
に
時
期
の
古
い
も
の
が
屍
床
内

か
ら
、
時
期
が
新
し
い
耳
環
は
屍
床
外
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
第
三
号
墳
に
お
い
て
も
、

銅
鏡
・
金
銅
製
三
輪
玉
・
管
玉
・
金
銅
製
鈴
な
ど

の
宝
器
的
な
時
代
の
古
い
も
の
が
屍
床
内
か
ら
耳
環
・
須
恵
器
ハ
ソ
ク
・
佳
甲
片
・
土
玉
な
ど
の
比
較
的
に
時
代
が
降
る
も
の
が
屍
床
外
か
ら

発
見
さ
れ
て
い
て
、
屍
床
内
と
屍
床
外
の
副
葬
品
に
明
瞭
に
新
旧
の
時
期
の
差
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

十
分
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ

-つ。

こ
の
副
葬
品
の
あ
り
方
か
ら
み
て
、

当
初
の
遺
体
が
屍
床
内
に
安
置
さ
れ
、
追
葬
の
遺
体
は
屍
床
外
に
お
か
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
羨
門
付

五



五

近
を
中
心
に
し
て
相
当
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
散
在
し
て
い
る
土
器
片
は
、

お
そ
ら
く
最
後
の
追
葬
に
と
も
の
う
献
具
用
か
あ
る
い
は
墓
前
祭
に
用

い
ら
れ
た
容
器
類
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
新
旧
二
つ
の
副
葬
品
の
あ
ら
わ
れ
か
た
は
、
ま
た
、
こ
の
古
墳
群
の
追
葬
の
期
聞
が
あ
る
程
度
長

か
っ
た
こ
と
も
物
語
っ
て
い
て
、

七
世
紀
初
頭
か
ら
そ
の
後
半
に
及
ん
で
い
る
と
い
う
推
定
と
相
反
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
龍
王
崎
古
墳
群
が
築
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
七
世
紀
初
頭
は
、

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
農
耕
社
会
に
お
け
る
共
同
体
的
な
体
制
が
く
ず

れ
て
、

広
範
な
家
父
長
制
的
家
族
が
拾
頭
す
る
社
会
の
構
造
的
変
質
を
も
た
ら
し
た
時
期
に
当
っ
て
い
る
。

し
か
し
、

こ
の
古
墳
群
の
第
一
号
・

第
二
号
墳
の
副
葬
品
に
み
ら
れ
る
金
銅
製
装
身
具
な
ど
に
は
、
家
父
長
制
的
家
族
墓
的
要
素
よ
り
も
共
同
体
の
首
長
層
的
要
素
が
強
い
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
こ
と
は
当
時
に
お
け
る
こ
の
地
方
の
社
会
的
構
造
の
反
映
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

こ
の
龍
王
崎
古
墳
群
は
、
調
査
を
実
施
し
た
六
基
の
古
墳
以
外
に
未
調
査
の
分
を
含
め
て
一
七
基
余
り
か
ら
な
る
古
墳
群
で
あ
っ

て

こ
こ
に
は
当
然
被
葬
者
の
増
大
と
い
う
現
象
が
ひ
そ
ん
で
お
り
、

ひ
い
て
は
そ
れ
を
'
つ
な
が
し
た
社
会
構
造
の
変
化
と
い
う
も
の
が
伏
在
し

て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

と
く
に
、
古
墳
の
立
地
や
封
土
・
石
室
な
ど
の
構
成
に
他
よ
り
卓
越

し
た
古
墳
が
存
在
し
て
い
な
い
古
墳
群
に
あ
っ
て
は
、
家
父
長
制
的
家
族
墓
と
し
て
の
性
格
が
強
い
こ
と
も
ま
た
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、

今
後
、
残
さ
れ
て
い
る
古
墳
の
調
査
が
完
全
に
実
施
さ
れ
た
時
、

こ
の
古
墳
群
の
編
年
や
性
格
な
ど
に
つ
い
て
は
根
本
的
に
再
検
討
さ
る
べ
き
で

は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
。

第
六
号
墳
に
見
ら
れ
る
線
彫
文
様
は
、

小
城
郡
小
城
町
と
多
久
市
お
よ
び
こ
の
杵
島
山
の
古
墳
に
の
み
発
見
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

七
世
紀
初

頭
を
中
心
と
す
る
前
後
ご
ろ
の
古
墳
文
化
の
所
産
で
あ
り
、

こ
の
時
期
に
小
城
町
・
多
久
市
・
杵
島
山
を
含
む
広
い
範
囲
に
一
つ
の
文
化
圏
が
成

立
し
て
い
た
こ
と
を
推
定
さ
せ
る
注
目
す
べ
き
資
料
で
あ
る
。

こ
の
線
彫
文
様
で
文
様
の
構
図
が
明
ら
か
な
も
の
は
、
今
ま
で
格
子
文
様
以
外
は

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

こ
の
第
六
号
墳
の
家
屋
文
様
の
発
見
に
よ
っ
て
、

こ
の
種
の
線
彫
文
様
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
を
加
え
る
時
期
が
き

た
こ
と
を
痛
感
せ
し
め
ら
れ
る
。
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こ
の
家
屋
文
様
は
、
全
高
四
一
セ
ン
チ
、
棟
の
長
さ
四
二

ゼ
ン
チ
、
基
礎
の
部
分
三
八
セ
ン
チ
で
、
家
屋
の
平
の
部
分

が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
屋
根
と
腰
の
間
・
腰
の
中
央
付
近
と

に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
線
を
横
に
入
れ
、

屋
根
の
部
分
に
五
本
と

腰
の
部
分
に
四
本
の
縦
線
が
引
か
れ
て
い
る
。

こ
の
家
屋
文

様
は
、
奈
良
県
佐
昧
田
宝
塚
古
墳
出
土
の
家
屋
文
様
鏡
に
み

ら
れ
る
高
床
建
築
を
簡
略
化
し
、

し
た
よ
う
な
構
図
で
あ
る
が
、

た
だた
は・だ
し・単
ご線
がを
こ用
のい
文て
様表
に現

は
描
か
れ
て
い
な
い
。

こ
の
古
墳
群
の
出
土
品
で
は
、

金
銅
製
品
な
ど
の
副
葬
品

に
注
目
す
べ
き
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
特
に
、

金
銅
製

冠
や
垂
飾
付
耳
飾
な
ど
は
、
県
内
で
は
そ
の
出
土
例
が
非
常

に
少
な
く
、

し
か
も
極
め
て
大
陸
的
要
素
の
強
い
も
の
で
あ

っ
て
、

こ
の
よ
う
な
副
葬
品
を
内
蔵
し
た
こ
の
地
方
の
当
時

ひ
い
て
は
有
明
海
沿
岸
に
広
く
分
布
す
る

に
お
け
る
文
化
、

装
飾
古
墳
な
ど
も
含
め
て
、
有
明
海
沿
岸
の
古
墳
文
化
に
つ

い
て
再
検
討
が
加
え
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五
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調
査
」

(
佐
賀
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
第
五
輯
)

⑦ 

県
内
古
墳
出
土
の
銅
鈴

佐
賀
市
久
保
泉
町
川
久
保
花
納
丸
古
墳
(
三
環
鈴
一
箇
)

佐
川
Y

丹
市
久
保
泉
町
川
久
保
関
行
丸
古
墳
合
一
環
鈴
一
箇
)

佐
賀
郡
大
和
町
都
波
城
高
畠
古
墳
(
小
形
銅
鈴
三
箇
)

③ 

吉
村
茂
三
郎
，

「名
勝
鏡
山
と
其
附
近
古
墳
の
調
査
」

(
佐
賀
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
ま
均
周
民
主
要
乞
コ
官
ロ
E
母
J

⑨ 

(
日
・
一
本
考
古
学
辞
典
、
東
京
堂
発
行
)

樋
口
清
之
「
三
輪
玉
」

⑬ 

(
日
本
の
考
古
学
古
墳
時
代
上
、
河
出
書
房
発
行
〉

大
塚
初
重

「古
墳
の
変
遷
」

⑪ 

同

自白

⑫ 

勇
猛
山
古
墳
群
(
佐
賀
県
教
育
委
員
会
発
行
)



一、
余

ラβ、
両問

|
|
杵
島
山
南
端
地
方
へ
の
古
墳
文
化
の
伝
播
|
|

古
墳
と
い
う
の
は
、
土
を
高
く
盛
り
あ
げ
て
築
か
れ
た
古
代
の
墓
の
こ
と
で
あ
っ
て
、

こ
の
古
墳
は
三
世
紀
の
末
か
ら
四
世
紀
の
初
頭
ご
ろ
に

か
け
て
畿
内
地
方
に
突
如
と
し
て
出
現
し
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、

こ
の
古
墳
の
出
現
は
、
大
和
朝
廷
の
成
立
と
無
関
係
で
は
な
く
、

極
め
て
密
接

な
関
係
が
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
初
現
的
な
古
い
形
式
の
古
墳
が
、
畿
内
地
方
を
中
心
に
瀬
戸
内
海
沿
岸
か
ら
周
防
灘
に
面
す
る
北
九
州
の
一

部
に
ま
で
、
飛
石
伝
い
に
そ
の
分
布
が
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
和
朝
廷
の
勢
力
が
、
畿
内
か
ら
ま
ず
瀬
戸
内
海
に
そ
う
て
西
へ
伸
張
し
て

き
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

佐
賀
県
内
に
お
い
て
、

現
在
知
ら
れ
て
い
る
最
も
古
い
古
墳
は
、

東
松
浦
郡
浜
玉
町
の
谷
口
古
墳
や
佐
賀
市
金
立
町
の
銚
子
塚
な
ど
で
あ
っ

て
、
大
体
五
世
紀
前
半
ご
ろ
に
築
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
う
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、

大
和
朝
廷
の
勢
力
が
佐
賀
県
内
に
お
よ
ん
で
き
た
の
も
大
体

こ
の
時
期
を
遠
く
さ
か
の
ぼ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

み
ま
な

出
し
、
任
那
に

日
本
府
を
お
い
て
南
朝
鮮
の
経
営
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
南
朝
鮮
へ
の
拠
点
に
位
置
す
る
唐
津
湾
周
辺
へ
の
大
和
政

四
世
紀
後
半
に
は
大
和
朝
廷
は
す
で
に
南
朝
鮮
へ
積
極
的
に
侵

権
の
伸
張
は
、
谷
口
古
墳
が
築
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
五
世
紀
前
半
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
く
、

お
そ
ら
く
四
世
紀
の
な

か
ば
ご
ろ
に
は
大
和
政
権
下
に
包
含
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
杵
島
郡
地
方
へ
大
和
朝
廷
の
勢
力
が
お
よ
ん
だ
時
期
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

佐
賀
北
部
の
山
麓
地
帯
に
佐
賀
市
金
立
町
の
銚
子
塚
や
佐
賀

市
久
保
泉
町
の
熊
本
山
舟
形
石
棺
墓
の
よ
う
に
五
世
紀
前
半
ご
ろ
の
築
成
と
推
定
さ
れ
る
古
い
古
墳
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
は
、
肥
前
風

土
記
の
記
事
な
ど
か
ら
考
え
て
、
大
和
朝
廷
の
勢
力
は
背
振
山
脈
の
南
麓
を
東
か
ら
西
へ
伸
張
し
て
き
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
杵

島
郡
地
方
が
大
和
政
権
下
に
包
含
さ
れ
た
時
期
は
、

佐
賀
北
部
地
方
よ
り
も
幾
分
ず
れ
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ

五
五



五
六

お
ん

な

や

ま

る
。
風
土
記
の
杵
島
郡
嬢
子
山
の
と
こ
ろ
に
、

「
同
天
皇
(
景
行
天
皇
)

や

そ

め

行
幸
の
時
、
土
ぐ
も
八
十
女
ま
た
こ
の
山
頂
に
あ
り
。
常
に
皇
命
に
さ

か
い
て
降
服
を
う
べ
な
わ
ず
。

こ
こ
に
お
い
て
兵
を
遣
わ
し
て
お
そ
い
減
す
。

因
て
嬢
子
山
と
い
う
。
」
と
あ
る
が
、
風
土
記
に
こ
の
よ
う
な
大

和
朝
廷
へ
反
抗
し
た
物
語
を
伝
え
て
い
る
の
は
、

小
城
郡
・
杵
島
郡
・
藤
津
郡
な
ど
の
県
西
部
地
方
で
あ
っ
て
、

佐
嘉
郡
以
東
に
は
こ
れ
と
は
対

称
的
に
大
和
朝
廷
へ
積
極
的
に
協
力
し
た
説
話
な
ど
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、

佐
嘉
郡
以
東
の
地
が
風
土
記
の
編
集
さ
れ
た
時
期
に

は
、
大
和
政
権
に
対
す
る
反
抗
説
話
を
す
で
に
失
っ
て
い
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
と
と
も
に
、

佐
嘉
郡
以
東
の
地
が
い
ち
早
く
大
和
政
権
下
に

包
含
さ
れ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
杵
島
郡
な
ど
の
以
西
の
地
に
は
相
当
後
ま
で
も
大
和
朝
廷
の
勢
力
が
お
よ
ば
な
か

っ
た
と
い
う
事
実
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
。

大
和
朝
廷
に
よ
っ
て
国
土
が
統
一
さ
れ
る
以
前
の
わ
が
国
は
、
中
国
の
前
漢
書
に
、

分
れ
て
百
余
国
と
な
る
。
」

あ
が
た
向
し

し
か
し
、
大
和
朝
廷
の
勢
力
の
伸
張
に
と
も
な
っ
て
、
小
国
家
の
君
長
は
県

主

「
楽
浪
の
海
中
倭
人
あ
り
、

と
誌
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
各
地
に
小
国
家
が
分
立
し
て
い
た
。

と
し
て
大
和
朝
廷
の
地
方
官
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
県
主
と
い
う
の
は
、
か
つ
て
の
小
国
君
長
の
流
れ
を
汲

①

②

③

 

む
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
県
内
で
は
佐
嘉
県
主
・
嶺
(
三
根
)
県
主
o

松
浦
県
主
な
ど
の
存
在
が
知
ら
れ
て
お
り
、

④

⑤

 

大
和
政
権
が
お
よ
ぶ
ま
で
は
、
佐
嘉
国
・
嶺
国
・
松
浦
固
な
ど
の
小
国
家
が
分
立
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
杵
島
郡
県
南
二
里
一
孤
山
有
り
」
と
あ
る
が
、

⑥
 

は
、
県
を
誤
れ
る
な
ら
む
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

肥
前
風
土
記
逸
文
の
杵
嶋
岳
の
と
こ
ろ
に
は
、

井
上
通
泰
博
士
は
「
杵
島
郡
県
南
二
里
の
郡

と
に
か
く
、

こ
の
風
土
記
逸
文
の
記
事
に
は
、

杵
島
県
の
存
在
を
暗
示
す
る
も
の
が
あ

り

ひ
い
て
は
、
杵
島
県
主
や
杵
島
国
の
存
在
の
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

杵
島
県
の
南
方
二
里
の
と
こ
ろ
に
杵
島
山
が
あ
る
と
す

れ
ば
、
杵
島
山
の
北
方
二
里
の
と
こ
ろ
に
県
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、

こ
の
二
里
を
現
在
の
里
数
に
換
算
し
て
み
る
と
、
大
体
北
方
町
の
椛
島
山

ひ
つ
じ

さ

る

う

し

と

ら

こ
の
椛
島
山
付
近
か
ら
杵
島
山
を
眺
め
る
と
、
三
峰
相
連
っ
て
い
て
、
風
土
記
逸
文
の
「
坤
よ
り
艮
を
さ
し
三
峰

周
辺
に
当
る
よ
う
で
あ
る
。

相
連
な
る
」
と
い
う
記
事
に

一
致
し
、
地
理
的
に
不
合
理
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
椛
島
山
の
晴
生
時
代
石
棺
か
ら
内
行
花
文
鏡
・
素
環
頭



ほ

う

か

〈

き

く

し

ん

じ

ゅ

う

き

与

つ

⑦

万
子
・
勾
玉
・
管
玉
な
ど
の
一
括
遺
物
や
方
格
規
矩
神
獣
鏡
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
が
こ
れ
ら
の
遺
物
は
杵
島
国
君
長
の
存
在
の
可
能
性
を
暗
示

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
に
か
く
、
杵
島
地
方
の
古
代
に
お
け
る
中
心
地
は
、
杵
島
山
の
北
端
に
位
置
す
る
北
方
町
の
椛
島
山
付
近
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
、

こ

の
付
近
の
開
発
は
当
時
す
で
に
相
当
進
ん
で
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
纏
向
日
代
宮
御
宇
天
皇

(
マ
キ
ム
ク
ノ
ヒ
ジ
ロ
ノ
ミ
ヤ
ニ
ア
メ
ノ

νタ
vvロ

νメ
ス
ス
メ
ラ
ミ
カ
ド
。
景
行
天
皇
)
巡
幸
の
時
、
御
船
こ
の
郡
の
盤
田
杵
の
村
に
泊
つ
。
」

③
 

こ
の
盤
田
杵
村
に
つ
い
て
は
、
武
雄
市
朝
日
町
上
滝
・
白
石
町
湯
崎
・
北
方
町
石
船
・
大
町
町
福
母
な
ど
の
説
が
あ
っ
て
、

風
土
記
の
杵
島
郡
の
と
こ
ろ
に
、

と
あ
る
が
、

一
定
し

.. 
、.』、『、、
.
n

吋
t

、、3
ν
4十
L何叶

3ν

し
か
し
、

こ
の
説
話
は
、
六
角
川
を
利
用
す
る
舟
行
が
古
く
か
ら
開
け
て
い
た
事
実
を
物
語
る
も
の
で
あ
っ
て
、

北
方
町
椛
島
付
近

が
こ
の
六
角
川
の
舟
運
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
、

杵
島
地
方
の
中
心
的
地
位
を
し
め
る
に
い
た
っ
た

一
因
で
も
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
風
土
記
の
景
行
天
皇
の
巡
幸
説
話
が
、

こ
の
杵
島
地
方
へ
大
和
朝
廷
の
力
が
伸
張
し
て
き
た
時
の
事
実
の

一
端
を
と
ど
め
て
い
る
と
す
る
な

ら
ば
、
大
和
の
勢
力
は
有
明
海
か
ら
六
角
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
、

ま
づ
杵
島
国
の
中
心
地
へ
の
び
て
き
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

杵
島
山
の
古
墳
調
査
が
不
十
分
な
現
状
で
は
、

杵
島
山
の
古
墳
文
化
に
つ
い
て
明
ら
か
で
な
い
点
が
多
い
。

し
か
し
、

杵
島
山
の
古
墳
文
化

は
、
当
時
に
お
け
る
杵
島
地
方
の
中
心
地
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
杵
島
山
の
北
端
付
近
か
ら
次
第
に
南
下
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、

疑
う
余
地
が

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
こ
ろ
杵
島
山
の
山
麓
一
帯
に
は
、
す
で
に
耕
地
が
ひ
ろ
が
り
集
落
も
形
成
さ
れ
て
い
て
、
古
墳
文
化
が
伝
わ
る
と
、

こ
れ
ら
の
集
落
の
共

同
体
の
首
長
た
ち
は
、
杵
島
山
の
山
麓
や
中
腹
に
そ
の
権
威
を
誇
る
か
の
よ
う
に
古
墳
を
築
成
し
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

は

に

わ

か
ぶ
と
塚
は
、
白
石
平
野
を
見
下
す
丘
陵
上
に
築
か
れ
て
い
る
円
墳
で
は
あ
る
が
、
封
土
の
ま
わ
り
に
埴
輪
円
筒
を
め
ぐ
ら
し
た
堂
々
た
る
古
墳

白
石
町
堤
に
あ
る

で
あ
っ
て
、
共
同
体
の
首
長
の
墳
墓
と
し
て
の
お
も
か
げ
を
今
に
と
ど
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

五
七



五
八

有
明
町
に
は
、

北
の
方
か
ら
稲
佐
古
墳
群
・
坂
田
古
墳
群
・
西
分
古
墳
群
・
南
小
学
校
付
近
古
墳
群
・
龍
王
崎
古
墳
群
と
続
い
て
い
て
、

相
当

濃
密
な
古
墳
の
分
布
を
し
め
し
て
い
る
。

し
か
し
、

こ
の
有
明
町
付
近
に
古
墳
が
築
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
は
、
残
存
す
る
古
墳
の
形
式

や
出
土
し
て
い
る
遺
物
な
ど
か
ら
考
え
て
、
古
墳
時
代
も
後
期
の
二
期
、

六
世
紀
の
後
半
を
さ
か
の
ぼ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
の
龍
王
崎
古
墳
群
の
石
室
内
の
落
込
み
土
砂
中
か
ら
黒
耀
石
や
サ
ヌ
カ
イ
ド
の
剥
片
が
発
見
さ
れ
、

ま
た
、
第
六
号
墳
の
前
室
内
か
ら
磨
製

石
斧
が
出
土
し
て
い
る
点
な
ど
か
ら
み
て
、
蒲
生
時
代
に
は
す
で
に
生
活
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

こ
の
古
墳
群
の
西
方
に
笹

山
由
分
捕
生
遺
跡
、
西
北
方
に
は
若
干
の
石
器
を
出
土
し
た
稲
佐
グ
ラ
ワ
ン
ド
晴
生
遺
跡
な
ど
が
あ
っ
て
、

こ
の
有
明
町
付
近
も
蒲
生
時
代
に
は

す
で
に
農
耕
生
活
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、

こ
の
有
明
町
付
近
に
は
、
杵
島
山
の
北
端
付
近
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
明
生
時
代
の
聾
棺
や
石
棺
な
ど
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、

こ
の
こ
と
は
、

有
明
町
付
近
に
お
け
る
開
発
や
農
耕
集
落
の
形
成
が
杵
島

山
北
端
付
近
よ
り
相
当
に
遅
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

有
明
町
付
近
に
お
い
て
も
、

そ
の
位
置
に
よ
っ
て
開
発
の
規
模
や
時
期
に
差
が
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
、

北
端
に
位

置
す
る
稲
佐
古
墳
群
や
中
央
付
近
に
あ
る
坂
田
古
墳
群
な
ど
の
山
麓
は
、

南
端
の
龍
王
崎
付
近
よ
り
相
当
に
開
発
が
進
ん
で
い
た
こ
と
が
推
定
さ

れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
主
と
し
て
当
時
に
お
け
る

こ
の
地
方
の
地
理
的
環
境
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

杵
島
山
の
南
端
に

位
置
す
る
龍
王
崎
古
墳
群
の
山
麓
地
帯
は
、
水
準
点
が
現
在
で
も
三
・
一
五
メ
ー
ト
ル
余
り
に
す
ぎ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、

古
墳
時
代
に
は
こ

の
山
麓
ま
で
有
明
海
が
せ
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
付
近
の
開
発
が
進
ん
だ
の
は
、

古
墳
が
築
成
さ
れ
る
に
至
っ
た

七
世
紀
初
頭
を
遠
く
さ
か
の
ぼ
る
も
の
で
は
な
く
、
六
世
紀
の
中
葉
前
後
の
こ
ろ
か
ら
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
と
推
定
さ
れ
、

こ
の
開
発
は
古
墳

時
代
に
入
っ
て
著
る
し
く
発
達
し
た
鉄
製
の
農
工
具
や
農
工
技
術
の
普
及
に
よ
る
と
こ
ろ
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

有
明
町
に
現
存
し
て
い
る
古
墳
の
う
ち
で
、

稲
佐
神
社
の
す
ぐ
下
に
あ
る
副
室
を
有
す
る
古
墳
や
南
小
学
校
東
側
に
あ
る
古
墳
な
ど
は
、

そ
の

築
成
の
時
期
が
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
う
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
石
室
の
構
造
な
ど
か
ら
み
て
、

や
は
り
六
世
紀
後
半
を
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
も
の



で
あ
る
し
、
有
明
町
に
古
墳
が
築
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
は
、

や
は
り
こ
の
こ
ろ
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
六
世
紀

後
半
の

こ
ろ
は
、

共
同
体
的
な
体
制
が
く
ず
れ
て
、
家
父
長
制
的
家
族
層
の
台
頭
が
広
範
に
み
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

稲
佐
神
社
や
南
小

学
校
の
近
く
に
あ
る
古
墳
な
ど
に
は
、
家
父
長
制
的
家
族
墓
と
し
て
よ
り
も
共
同
体
の
首
長
墓
と
し
て
の
性
格
が
極
め
て
強
い
こ
と
が
認
め
ら
れ

る
有
明
町
地
方
に
社
会
の
構
造
的
な
変
化
が
お
こ
る
の
は
、

七
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
は
い
か
と
考
え
ら
れ
、

稲
佐
グ
ラ
ク
ン
ド
か
ら
発
見
さ

れ
た
石
棺
内
蔵
の
群
集
墳
や
龍
王
崎
古
墳
群
な
ど
は
、

家
族
墓
的
性
格
を
強
く
あ
ら
わ

⑨ー

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
と
く
に
、
稲
佐
グ
ラ
ワ
ン
ド
の
群
集
墳
は
、
箱
式
石
棺
を
内
蔵
す
る
十
四
基
の
小
円
墳
群
で
あ
っ
て
、

ぼ
う
せ
い
な
い

‘う
か
も
ん
き
ょ
う

小
形
の
妨
製
内
行
花
文
鏡
が

一
面
発
見
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
っ
て
、

そ
の
よ
う
な
社
会
の
構
造
的
な
変
化
の
所
産
で
あ
っ
て
、

ほ
と
ん
ど
副
葬

品
は
な
く
、

七
世
紀
中
葉
前
後
の
家
族
墓
的
性
格
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

最
も
開
発
の
時
期
が
遅
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
杵
島
山
の
南
端
に
位
置
し
て
い
る
龍
王
崎
古
墳
群
が
、
家
族
墓
的
性
格
と
と
も
に
、

そ
の
石

室
や
副
葬
品
な
ど
に
共
同
体
の
首
長
墓
と
し
て
の
要
素
を
と
ど
め
て
い
る
と
い
う
こ
の
古
墳
群
の
性
格
に
つ
い
て
は
、

残
っ
て
い
る
古
墳
の
調
査

が
実
施
さ
れ
た
後
に
、
改
め
て
解
明
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
う
。

今
日
で
も
水
田
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
藤
津
郡
太
良
町
の
大
浦
海
岸
や
鹿
島
市
七
浦
町
東
塩
屋
の
海
岸
な
ど
に
、

群
集
墳
が
築
成
さ
れ
て
い
る

こ
れ
ら
の
古
墳
群
を
築
成
し
た
社
会
集
団
と
い
う
も
の
は
、
農
耕
社
会
を
基
盤
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、

あ
る
。
古
墳
時
代
も
後
半
に
な
る
と
、
部
と
よ
ば
れ
る
職
業
的
集
団
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
が
、
本
県
に
お
い
て
は
そ
れ
ら
の
部
の
存
在
は
ま
だ
明

，、‘

、
カ

検
討
を
要
す
る
問
題
で

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
瀬
戸
内
海
沿
岸
で
は
製
塩
集
団
の
存
在
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
県
内
で
は
こ
の
製
塩
に
つ
い
て
も
ま

⑬

⑪

 

だ
手
が
か
り
が
な
く
、
僅
か
に
須
恵
器
や
製
鉄
な
ど
の
手
工
業
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

た
ら
の
さ
と

る
そ
な
わ

ゆ

に

肥

前

風

土

記

藤

津

郡

の

託

羅

郷

の

と

こ

ろ

に

、

こ

の

郷

に

到

り

御

覧

す

に

、

海

物

豊

に

多

し

。

」

「
同
天
皇
(
景
行
天
皇
)
行
幸
の
時
、

と
あ

五
九



六
O

っ
て
、
海
産
物
の
多
い
こ
と
を
伝
え
て
い
る
が
、
有
明
海
沿
岸
に
は
こ
の
よ
う
な
海
産
物
を
と
る
漁
業
集
団
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
し
、

⑫
 

ま
た
、
風
土
記
に
は
杵
島
郡
や
藤
津
郡
な
ど
の
と
こ
ろ
に
、
船
で
お
着
き
に
な
っ
た
記
事
が
あ
っ
て
、

有
明
海
の
海
上
交
通
が
相
当
に
開
け
て
い

た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
と
と
も
に
、
沿
岸
に
は
海
上
交
通
を
業
と
す
る
集
団
の
存
在
も
ま
た
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

龍
王
崎
古
墳
群
を
築
成
し
た
人
び
と
は
、
農
耕
と
と
も
に
有
明
海
を
舞
台
に
し
て

生
活
し
た
半
農
の
集
団
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
と
推
察
さ
れ

副
葬
品
に
も
相
通
ず
る
も
の
が
あ
り
、

る
の
で
あ
っ
て
、

鹿
島
市
の
東
塩
屋
古
墳
群
か
ら
玉
類
や
耳
環
な
ど
の
装
身
具
が
相
当
豊
富
に
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
龍
王
崎
古
墳
群
の

同
じ
有
明
海
岸
に
位
置
す
る
古
墳
群
を
築
成
し
た
社
会
集
団
を
考
え
る
上
か
ら
注
目
さ
れ
る
点
で
あ
る
。

龍
王
崎
古
墳
群
か
ら
出
土
し
た
金
銅
製
冠
・
垂
飾
付
耳
飾
な
ど
の
装
身
具
類

は
、
杵
島
山
南
端
の
農
耕
社
会
的
文
化
で
は
な
く
、
有
明
海
を
舞
台
と
す
る

垂飾付耳飾の部品 (5.5倍大〉

社
会
集
団
の
上
に
築
か
れ
た
文
化
の

一
面
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
有
明
海
沿
岸
の
広
地
域
に
ま
た
が
る
文
化
の
交
流

は
、
相
当
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

五
世

紀
前
半
ご
ろ
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
佐
賀
市
久
保
泉
町
の
熊
本
山
舟
形
石
棺

⑬
 
墓
な
ど
は
そ
の
所
産
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
、

広
地
域
に
ま
た
が
る
文
化
圏

も
、
成
立
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

有
明
町
付
近
の
古
墳

文
化
は
、
線
彫
文
様
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

小
城
・
多
久
方
面
か
ら
杵
島
山

第56図

を
結
ぶ
狭
城
の
文
化
圏
の
所
産
で
あ
る
と
と
も
に
、

そ
の
遺
物
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
有
明
海
周
辺
を
結
ぶ
広
域
に
ま
た
が
る
文
化
圏
の
影
響
も
ま
た
大

き
い
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。



「
註
」

① 

肥
前
風
土
記
の
佐
嘉
郡
の
と
こ
ろ
に
、

「
一
云
、
郡
西
有
レ

川、

名
目
ニ
佐
嘉
川
一
。
年
魚
有
之
。
主
(
源
出
ご
郡
北
山
二
雨
流
入
レ
海
、此
川
上
有
一一
荒
神

、
一
往
来

之
人
半
生
半
殺
。
於
設
県
主
等
祖
大
荒
田
占
問
。
」
と
あ
っ
て
、
県
主
の
祖
名
を
伝
え
て
い
る
。

② 

是
鶏
為
ニ
筑
紫
嶺
県
主
泥
麻
日
犬
一
所
レ
噛
死
。
」
と
あ
っ
て
、

県
主
名
を
伝

日
，一本
芸
紀
、

雄
略
天
皇
の
十
年
秋
九
月
乙
酉
朔
戊
子
の
と
ζ

ろ
に
、

「別
本
云
。

え
て
い
る
。

③ 

「
夏
四
月
壬
寅
朔
甲
辰。

ま
た
、
肥
前
風
土
記
逸

北
到
ニ
火
前
国
松
浦
県
一

。

而進一
二
食
於
玉
嶋
里
小
河
之
側

一。

」
と
あ
り
、

文
のひ日
Irl肢E本
揺i雪
吐4 み巧'l..

てさねの
V.ノ神
と
功

こ
皇

ろ ι

l乙追
1C. 

「
松
浦
県
県
東
三
十
里
有

一
地
揺
広
三
。

」
と
あ
っ
て
、
県
名
を
伝
え
て
い
る
。

④ 

(史
学
雑
誌
、
第
六

O
編
第

貌
志
倭
人
伝
に
、

乙
の
晴
奴
国
を
嶺
固
に
批
定
す
る
説
が
あ
る
。

井
上
光
貞
「
国
造
制
の
成
立
」

「
次
有
嫡
奴
闘
」
と
あ
る
が
、

一
ロ
ヴ
)
に
、

「嶺
県
は
肥
前
風
土
記
に
よ

っ
て
肥
前
三
養
基
郡
・
上
峰
村
付
近
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

か
の
嫡
奴
国

K
近
、
雪
字
音
を
有
し
て

そ
し
て
乙
の
ミ
ネ
県
は
、

い
る
。

」
と
あ
る。

⑤ 

至
末
慮
国
、
有
四
千
余
戸
、
浜
山
海
居
、
草
木
茂
盛
、
行
不
見
前
人
、
好
捕
魚
緩
、
水
無
ぷ
浅
、

皆
沈
没
取
之
。
」
と

あ
っ貌
て 志
、 倭

末三人

慮月停
匡!，こ へ
と
号土

さ
れ
て
い
る

「文
波
一
海
千
余
里
、

⑤ 

井
上
過
泰
著

「
西
海
道
風
土
記
逸
文
新
考
」

⑦ 

勇
猛
山
古
墳
群
(
佐
翠
県
教
育
委
員
会
発
行
)

③ 

松
尾
禎
作
著

「
改
訂
肥
前
風
土
記
の
研
究
」

@ 

(佐
賀
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
三
輯
。
佐
賀
県
教
育
委
員
会
発
行
)

松
尾
禎
作
「
東
肥
前
出
土
奈
良
時
代
乃
至
平
安
初
期
の
蔵
骨
器
に
つ
い
て
」

⑬ 

佐
賀
県
の
遺
跡
(
佐
賀
県
教
育
委
員
会
発
行
)
に
、
佐
賀
市
久
保
泉
町
不
動
滝
や
藤
津
郡
塩
田
町
光
武
な
ど
の
他
、
数
か
所
の
須
恵
器
窯
跡
を
あ
げ
て
い
る
。

あ
や
べ

の
さ
と

三
根
郡
・の
漢
部
ー
郷
の
と

こ
ろ
に
、

と
あ

⑪ 

肥
前
風
土
記
、

「来
目
皇
子
為
レ
征
J
一
伐
新
羅
一
、
勅
ニ

忍
海
漢
人
-
、

令
レ
造
二
兵
器

一。

」

将
来
居
一
一
此
村
一

、

り
、
そ
の
考
証
は
、
松
尾
禎
作
著

「
改
訂
肥
前
風
土
記
の
研
究
」
や
松
尾
禎
作
著

「
佐
賀
県
考
古
大
観

(
先
史

・
原
史
時
代
編
)
」
に
な
さ
れ
て

い
る
。

--'--
ノ¥



⑫ 

肥
前
風
土
記
、
藤
津
郡
の
と
こ
ろ
に
、

日
ニ
藤
津
郡
一
。
」
と
あ
る
。

「
昔
者
日
本
武
尊
行
幸
之
時
、

帯
隈
山
神
繕
石
と
そ
の
周
辺
(
佐
賀
県
教
育
委
員
会
発
行
)

⑬ 

到
ニ
於
此
津
一
、

日
没
ニ
西
山
一
、

御
船
泊
之
。

明
旦
御
覧
、

--L.. 

/¥ 
繋
]
一
船
積
於
大
藤
一
。
因
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